
小
京
都
と

　
京
都
ゆ
か
り
の
ま
ち



小
京
都
・・・・・・
。

わ
ず
か
三
文
字
の
短
い
言
葉
に
、私
た
ち
は
不
思
議
な

懐
か
し
さ
と
憧
憬
を
覚
え
ま
す
。

悠
久
の
歴
史
と
豊
か
な
自
然
に
培
わ
れ
た
伝
統
や
文
化
、

季
節
を
彩
る
風
物
詩
、

そ
こ
に
住
ま
う
人
々
の
暮
ら
し
・・・・・・
。

そ
ん
な
文
化
を
守
り
伝
え
る
小
京
都
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で
忘
れ
か
け
て
い
た
懐
か
し
い
日
本
の

原
風
景
に
き
っ
と
出
会
え
る
は
ず
で
す
。

◆ 全国京都会議とは… ◆
　昭和60年5月、全国に散在する小京都と呼ばれる26市町と
京都が参加して「全国京都会議」が結成されました。
　京都とゆかりのまちが互いに手を携え、悠久の歴史と豊
かな自然に培われた伝統や文化の魅力を広く全国に発信
し、それぞれのまちのイメージアップと観光客誘致の相乗
効果を図ることを目的としています。
　全国京都会議への加盟は、次のような条件に一つ以上あ
てはまることを基準にしています。
　①京都に似た自然景観、町並み、たたずまいがある
　②京都と歴史的なつながりがある
　③伝統的な産業、芸能がある

　平成29年4月現在、加盟は46市町となり、共同宣伝パンフ
レット・ポスターの作製・配布など、広域観光キャンペー
ンを展開するほか、年1回の総会を加盟市町持ち回りで開催
しています。
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※掲載内容は、平成29年4月1日現在のものです。
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豪
勢
な
店
蔵
や
門
が
数
多
く

残
る
村
田
は
、
古
く
か
ら
山
形

と
仙
台
を
結
ぶ
街
道
の
商
都
と

し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
紅
花

と
い
え
ば
山
形
県
が
有
名
で
す

が
、
宮
城
県
南
部
で
も
栽
培
が

盛
ん
で
、
こ
れ
ら
は
村
田
に
集

め
ら
れ
村
田
商
人
の
手
に
よ
っ

て
関
西
方
面
や
江
戸
に
送
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
紅
花
取
引
で
財

を
築
い
た
商
家
の
蔵
が
今
も
通

り
に
面
し
て
た
ち
並
ぶ
景
観
は
、

訪
れ
る
人
々
を
魅
了
し
ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
は
龍
島
院
や
白

鳥
神
社
境
内
に
悠
然
と
そ
び
え

る
巨
木
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
四
季
の
自
然

が
ま
ば
ゆ
い
蔵
の
町
へ
ぜ
ひ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

仙
台
よ
り
北
西
へ
50
㎞
、
奥

羽
山
脈
よ
り
流
れ
出
す
江
合
川

が
ま
ち
を
潤
す
山
紫
水
明
の
地

岩
出
山
。
伊
達
政
宗
公
が
仙
台

青
葉
城
へ
移
る
ま
で
の
12
年
間
、

血
気
盛
ん
な
青
年
期
を
過
ご
し

た
城
下
町
。
城
の
防
備
を
兼
ね

て
開
削
さ
れ
た
用
水
路
「
内
川
」

は
、
４
０
０
余
年
の
歴
史
を
刻

み
、
水
と
緑
の
調
べ
を
滔
々
と

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
岩
出
山

伊
達
家
・
3
代
敏
親
公
と
4
代

村
泰
公
に
は
、
京
都
冷
泉
家
よ

り
御
輿
入
れ
が
な
さ
れ
、
郷ご
う
が
く学

「
有
備
館
」
や
、
廻
遊
式
池
泉
庭

園
を
は
じ
め
、
し
の
竹
細
工
・

酒
ま
ん
ぢ
う
と
い
っ
た
地
場
産

品
に
も
、
京
文
化
の
な
ご
り
を

偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ

蔵
の
町
並
み
・
龍
島
院
・
村
田

町
歴
史
み
ら
い
館
・
白
鳥
神
社

奥お
う
し
ゅ
う州
の
蛇じ

ゃ
ふ
じ藤
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｏ

■
行
事

●
10
月
体
育
の
日
の
前
日
／

布ほ
て
い袋
ま
つ
り
●
10
月
第
3
土

曜
日
を
含
む
金
・
土
・
日
曜
日

の
3
日
間
／
み
や
ぎ
村
田
町
蔵

の
陶
器
市

■
味
・
グ
ル
メ

そ
ら
ま
め
製
品
（
米
粉
麺
・
う

ど
ん
・
ア
イ
ス
・
菓
子
類
な
ど
）、

地
酒
、
味
噌
、
納
豆

■
見
ど
こ
ろ

旧
有
備
館
及
び
庭
園
・
岩
出

山
城
跡
・
内
川
遊
歩
道
・
陸

奥
上
街
道

■
行
事

●
4
月
15
・
16
日
、
11
月
15
・

16
日
／
互
市

●
9
月
9
日
・
10
日
／
政
宗

公
ま
つ
り

●
11
月
17
日
〜
19
日
／
大
崎

バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル

■
工
芸
品　

竹
細
工

■
味
・
グ
ル
メ

凍
豆
腐
・
か
り
ん
と
う
・
酒
ま

ん
ぢ
う

交　　通●JR東北本線大河原駅下車、
	 ミヤコーバス村田・川崎行で20分
問い合わせ●村田町地域産業推進課
	 ☎O224-83-2113
http://www.town.murata.miyagi.jp/

交　　通●JR陸羽東線岩出山駅下車
問い合わせ●大崎市岩出山総合支所地域振興課
	 ☎O229-72-1215
Eメール	 i-chiiki@city.osaki.miyagi.jp

宮
城
県伊達な小京都 岩

い わ

出
で

山
や ま

東
北
ブ
ロッ
ク

宮
城
県みちのく宮城の小京都・村田 村

む ら

田
た

4
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湯
沢
市
は
佐
竹
南
家
の
城
下

町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

市
内
の
南
北
を
雄
物
川
が
貫
流

し
、
西
に
出
羽
富
士
と
呼
ば
れ

る
鳥
海
山
を
望
む
風
光
明
媚
な

と
こ
ろ
で
す
。
夏
の
雅
や
か
な

「
七
夕
絵
ど
う
ろ
う
ま
つ
り
」
や

「
大
名
行
列
」、
冬
の
「
犬
っ
こ

ま
つ
り
」
を
は
じ
め
、
小
京
都

ら
し
さ
が
息
づ
い
て
お
り
、
秋

田
美
人
の
里
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
東
北
の
灘
」
と
称
さ
れ

る
ほ
ど
酒
造
業
が
盛
ん
な
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
郊
外
に
は

温
泉
地
帯
が
あ
り
、
日
本
三
大

霊
地
と
し
て
名
高
い
「
川
原
毛

地
獄
」
や
天
然
露
天
風
呂
「
川

原
毛
大
湯
滝
」
な
ど
必
見
の
名

所
が
あ
り
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ
　
川
原
毛
地
獄
・
川

原
毛
大
湯
滝
・
力
水
・
世
界
ダ

リ
ア
園
（
8
月
上
旬
〜
10
月
下

旬
）・
造
り
酒
屋
・
秋
の
宮
温

泉
郷
・
小
安
峡
温
泉
・
稲
庭
城

■
行
事　
●
2
月
第
2
土
曜
日
・
翌
日

の
日
曜
日
／
犬
っ
こ
ま
つ
り
●
3
月
第
3

日
曜
日
／
凧
あ
げ
大
会
●
6
月
第
2
日

曜
日
と
そ
の
前
日
／
小
町
ま
つ
り
●
8
月

5
日
〜
7
日
／
七
タ
絵
ど
う
ろ
う
ま
つ
り

●
8
月
7
日
／
七
夕
健
康
マ
ラ
ソ
ン
●
8

月
8
日
／
雄
勝
大
花
火
大
会
●
9
月
第

4
日
曜
日
／
大
名
行
列
●
10
月
中
旬
／

川
連
塗
り
フ
ェ
ア
●
10
月
第
2
日
曜
日
／

稲
庭
城
ま
つ
り
●
10
月
第
1
日
曜
日
と

そ
の
前
日
／
ま
る
ご
と
う
ど
ん
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

■
工
芸
品　
こ
け
し（
木
地
山
系
な
ど
）

曲
木
家
具
・
ま
な
ぐ
凧
・
川
連
漆
器

■
味
・
グ
ル
メ　

日
本
酒
・
み

そ
・
し
ょ
う
ゆ
・
漬
物
・
さ
く
ら

ん
ぼ
・
稲
庭
う
ど
ん
・
三
梨
牛

交　　通●JR奥羽本線湯沢駅下車
問い合わせ●湯沢市観光物産協会
	 ☎0183-73-0415

三
方
を
緑
濃
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
盆
地
に
位
置
す
る
角
館

は
、
佐
竹
北
家
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ
。
今
も
落
ち
つ
い

た
た
た
ず
ま
い
の
な
か
に
、
武
家
屋
敷
や
町
家
が
往
時
の
姿
を
と
ど

め
る
ほ
か
、
文
化
財
も
数
多
く
、
町
全
体
に
歴
史
の
香
り
が
漂
い
ま
す
。

ま
た
春
に
は
桧
木
内
川
堤
の
2
㎞
に
も
及
ぶ
桜
並
木
も
圧
巻
で
す
。

■
見
ど
こ
ろ

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
武
家
屋
敷
・
角
館
樺
細
工

伝
承
館
・
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
・
桧
木
内
川
堤
の
桜
並
木
・
天
寧
寺

■
行
事

●
2
月
13
日
・
14
日
／
火
振
り
か
ま
く
ら

●
4
月
20
日
〜
5
月
5
日
／
桜
ま
つ
り

●
8
月
15
日
／
送
り
盆

●
9
月
7
日
〜
9
日
／
角
館
の
お
祭
り

■
工
芸
品

樺
細
工
・
白
岩
焼
・
イ
タ
ヤ
細
工

■
味
・
グ
ル
メ

生
も
ろ
こ
し
・
か
り
ん
と
う
・
お
ば
こ
餅
・
な
る
と
餅
・
い
ぶ
り
漬
・

キ
リ
タ
ン
ポ
鍋
・
し
ょっつ
る
鍋
・
稲
庭
う
ど
ん
・
御
狩
場
焼

交　　通●JR秋田新幹線「こまち」角館駅下車
問い合わせ●一般社団法人	角館町観光協会
	 ☎0187-54-2700
http://kakunodate-kanko.jp/

秋
田
県 町全体が貴重な歴史遺産角

かくのだ て

館

秋
田
県 美の郷ゆざわ湯

ゆ

沢
ざ わ

東
北
ブ
ロッ
ク
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東北新幹線

至水戸

至仙台

JR水郡線

JRバス関東
磐城棚倉

至東京

新白河

郡山

足
利
市
は
栃
木
県
の
南
西
に
位

置
し
、
奈
良
時
代
以
前
か
ら
織
物

を
中
心
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
一の
名
に
相
応
し
い
三

名
所
の
あ
る
街
と
し
て
も
有
名
で

す
。
一つ
目
は
源
姓
足
利
氏
の
学
問

所
と
し
て
創
建
説
の
あ
る
日
本
最

古
の
学
校
「
足
利
学
校
」
と
平
成

25
年
8
月
に
本
堂
が
国
宝
指
定
さ

れ
た
足
利
一
門
の
氏
寺
「
鑁
阿
寺
」、

二
つ
目
は
伊
万
里
・
柿
右
衛
門
・
鍋

島
の
世
界
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵

す
る
「
栗
田
美
術
館
」、
三
つ
目
は

日
本
一の
藤
棚
に
代
表
さ
れ
る
花
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ

ー
パ
ー
ク
」
で
す
。
そ
し
て
、
清

流
渡
良
瀬
川
や
緑
な
す
山
並
み
な

ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
歴
史

と
伝
統
に
彩
ら
れ
た
「
東
の
小
京

都
」
と
称
さ
れ
る
美
し
い
街
で
す
。

東
北
地
方
の
玄
関
口
に
あ
り
、

八
溝
山
を
は
じ
め
と
す
る
山
々
に

囲
ま
れ
て
い
る
棚
倉
町
。
春
に
は

桜
、
夏
は
さ
わ
や
か
な
新
緑
、
秋

は
紅
葉
、冬
の
雪
景
色
、四
季
折
々

の
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
平
安
時
代
に
建
立
さ
れ
た
山

林
寺
院
の
流
廃
寺
跡
や
、
陸
奥
一

の
宮
で
あ
る
馬
場
都
々
古
別
神
社

と
、
奥
州
一
の
宮
で
あ
る
八
槻

都
々
古
別
神
社
の
二
つ
の
一
の
宮

が
現
存
す
る
な
ど
多
く
の
神
社
仏

閣
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
江

戸
幕
府
成
立
後
、
初
め
て
棚
倉
藩

を
治
め
た
の
が
立
花
宗
茂
で
す
。

そ
の
後
、
丹
羽
長
重
に
よ
っ
て
棚

倉
城
が
築
城
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、

八
家
十
六
代
の
居
城
と
な
っ
て
栄

え
て
き
た
、
情
緒
溢
れ
る
城
下
町

で
す
。

■
見
ど
こ
ろ
　
上
記
日
本
一
の
足

利
三
名
所
、
日
本
三
大
五
百
羅

漢
尊
の
徳
蔵
寺
、
日
本
三
毘
沙

門
の
最
勝
寺
、
天
然
記
念
物
の

名
草
巨
石
群
、
足
利
七
福
神
、

足
利
氏
ゆ
か
り
の
社
寺
ほ
か

■
行
事
　
●
1
月
1
日
〜
5
日
／
鑁
阿

寺
初
詣
●
2
月
3
日
／
節
分
鎧
年
越
●

2
月
3
日
〜
2
月
下
旬
／
足
利
冬
物
語

●
4
月
下
旬
〜
5
月
上
旬
／
足
利
春
ま

つ
り
●
6
月
1
日
／
初
山
祭
●
8
月
第

1
土
躍
日
／
足
利
花
火
大
会
●
8
月
初

旬
／
足
利
夏
ま
つ
り
●
9
又
は
10
月
の
い

ず
れ
か
の
土
曜
日
／
足
利
能
●
11
月
19
・

20
日 

／
恵
比
寿
講
●
11
月
中
旬
／
足
利

学
校
さ
ま
ま
つ
り
●
11
月
23
日
／
釋せ

き
て
ん奠

■
工
芸
品　

解
し
織
・
藍
染
め
・

草
木
染
め

■
味
・
グ
ル
メ
　
和
菓
子
・
ワ
イ

ン
・
蕎
麦
・
会
席
料
理
な
ど

■
見
ど
こ
ろ
　

棚
倉
城
跡
・
山
本
不
動
尊
・

赤
館
公
園
・
馬
場
都
々
古
別

神
社
・
八
槻
都
々
古
別
神
社
・

花
園
し
だ
れ
桜
・
流
廃
寺
・
八

溝
山
・
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉

■
行
事　

●
旧
暦
１
月
６
日
／
八
槻
都
々

古
別
神
社　

御
田
植
祭
●
４

月
中
旬
／
十
万
石
棚
倉
城
ま

つ
り
●
８
月
14
日
／
棚
倉
夏
ま

つ
り
●
10
月
上
旬
／
棚
倉
秋
ま

つ
り
●
12
月
第
２
土
曜
日
・
日

曜
日
／
八
槻
都
々
古
別
神
社　

霜
月
大
祭

■
味
・
グ
ル
メ　

米
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
イ
チ
ゴ
・

和
菓
子
な
ど　

交　　通●JR両毛線足利駅および
	 東武伊勢崎線足利市駅下車
問い合わせ●（一社）足利市観光協会
	 ☎O284-43-3000
http://www.ashikaga-kankou.jp/

交　　通●JR磐城棚倉駅下車
問い合わせ●棚倉町観光協会
	 ☎0247-33-7886
http://www.town.tanagura.
fukushima.jp

福
島
県東北の小京都 棚

た な ぐ ら

倉

東
北
ブ
ロッ
ク

栃
木
県豊かな自然が美しい歴史と文化と花のまち足利 足

あ し か が

利
関
東
・
甲
信
越
ブ
ロッ
ク
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栃
木
県
の
南
部
に
あ
って
、
東
に

筑
波
山
、
西
に
太
平
山
、
北
に
日

光
連
山
に
か
こ
ま
れ
、
市
内
中
央

に
巴
波
川
が
流
れ
る
静
か
な
た
た

ず
ま
い
の
街
で
す
。
幕
末
か
ら
明

治
年
間
に
か
け
日
光
例
幣
使
街
道

の
宿
場
町
と
し
て
、
ま
た
巴
波
川

の
舟
運
に
よ
り
商
人
町
と
し
て
賑

わ
い
、
見
世
蔵
や
土
蔵
が
軒
を
連

ね
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
と

し
て
栄
え
た
商
都
で
あ
り
、
今
な

お
商
人
町
の
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。

川
面
に
影
を
お
と
し
て
並
ぶ
蔵
屋

敷
と
白
壁
の
家
並
み
、
清
流
と
掘

割
に
群
れ
遊
ぶ
鯉
、
四
季
折
々
の

彩
り
を
み
せ
る
県
立
自
然
公
園
太

平
山
、
樹
木
に
つ
つ
ま
れ
た
出
流

山
満
願
寺
、
そ
の
他
多
く
の
名
所

が
点
在
し
訪
れ
る
人
々
に
潤
い
と

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
街
で
す
。

■
見
ど
こ
ろ

と
ち
ぎ
山
車
会
館
・
と
ち
ぎ
蔵

の
街
美
術
館
・
山
本
有
三
ふ
る

さ
と
記
念
館
・
大
神
神
社
（
室

の
八
島
）・
太
平
山
県
立
自
然

公
園
・
満
願
寺

■
行
事　

●
4
月
上
旬
／
花
ま

つ
り
（
さ
く
ら
、
カ
タ
ク
リ
）

●
6
月
中
旬
〜
7
月
上
旬
／

あ
じ
さ
い
ま
つ
り
●
8
月
第
1

日
曜
日
／
百
八
燈
流
し
●
8

月
上
旬
／
蔵
の
街
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
タ
●
11
月
中
旬
／
と
ち
ぎ
秋

ま
つ
り
（
2
年
に一
度
）

■
工
芸
品　

ミ
ニ
下
駄

■
味
・
グ
ル
メ　

太
平
山
名
物

（
焼
き
鳥
、
た
ま
ご
焼
、
太
平
だ

ん
ご
）
出
流
そ
ば
・
夕
顔
ら
ー
め

ん
・
じ
ゃ
が
い
も
入
り
焼
き
そ
ば

交　　通●東武鉄道日光線栃木駅および
	 新栃木駅下車	JR両毛線栃木駅下車
問い合わせ●（一社）栃木市観光協会
	 ☎0282-25-2356
http://www.kuranomachi.jp/

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
佐
野
は
、
詩
情
あ
ふ
れ
る
三み

毳か
も

山
、
藤
原
秀

郷
公
ゆ
か
り
の
唐
沢
山
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
歴
史
と
文
化
の

香
り
高
い
ま
ち
で
す
。
特
に
日
本
名
水
百
選
に
選
ば
れ
た
出い
ず
る
は
ら

流
原
弁

天
池
の
湧
き
水
に
代
表
さ
れ
る
名
水
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
に
利
用

さ
れ
自
慢
の
逸
品
と
し
て
多
種
、
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は

日
光
例
幣
使
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
佐
野
は
、
自
然
と

時
代
の
ド
ラ
マ
に
出
逢
え
る
感
動
の
旅
が
味
わ
え
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ

佐
野
厄
よ
け
大
師
・
万
葉
自
然
公
園
「
か
た
く
り
の
里
」・
唐
沢
山
神

社
・
出
流
原
弁
天
池

■
行
事　

●
1
月
／
佐
野
厄
よ
け
大
師
大
祭
●
3
月
上
旬
／
一
瓶
塚
稲

荷
神
社
初
午
祭
●
3
月
下
旬
／
か
た
く
り
の
花
ま
つ
り
●
4
月
25
日

／
唐
沢
山
神
社
春
季
大
祭
●
7
月
中
旬
／
八
坂
神
社
夏
祭
り
●
7

月
下
旬
／
浅
間
火
祭
り
●
8
月
上
旬
／
さ
の
秀
郷
ま
つ
り
●
8
月
15

日
／
三
毳
山
大
文
字
焼
●
8
月
18
日
／
み
魂
ま
つ
り
●
10
月
25
日
／

唐
沢
山
神
社
秋
季
例
大
祭
●
11
月
1
日
〜
23
日
／
関
東
菊
花
競
技

大
会

■
工
芸
品　
ひ
な
人
形
・
天て

ん
み
ょ
う
い
も
の

明
鋳
物
・
土ど

れ
い鈴
・
栃
木
鬼
瓦

■
味
・
グ
ル
メ　

佐
野
ら
ー
め
ん
・
い
も
フ
ラ
イ
・
か
き
菜
ま
ん
じ
ゅ
う
・

佐
野
名
水
豆
腐
・
し
ん
こ
ま
ん
じ
ゅ
う
・
耳
う
ど
ん
・
桜
あ
ん
ぱ
ん

交　　通●JR両毛線および
	 東武鉄道佐野線佐野駅下車
問い合わせ●（一社）佐野市観光協会
	 ☎0283-21-5111

栃
木
県 自然と歴史、人情とロマンの小京都佐

さ の

野

栃
木
県 関東の小京都、鯉のいる街、蔵の街とちぎ栃

と ち

木
ぎ

関
東
・
甲
信
越
ブ
ロッ
ク
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周
囲
を
豊
か
な
自
然
と
外
秩
父
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
町
の
中
央
に

槻
川
が
清
ら
か
に
流
れ
る
小
川
町
は
、
１
３
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る

小
川
和
紙
を
は
じ
め
、
酒
造
、
建
具
、
裏
絹
な
ど
の
伝
統
産
業
で
古

く
か
ら
栄
え
「
武
蔵
の
小
京
都
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
を
秘

め
て
た
た
ず
む
史
跡
や
往
時
の
面
影
を
と
ど
め
る
建
物
な
ど
が
、
か

つ
て
の
風
情
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
小
川
町
観
光
協
会
が
行
う
散

歩
ツ
ア
ー
に
よ
り
、
古
き
良
き
時
代
の
町
並
み
を
深
く
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
郊
外
に
は
、
県
内
の
伝
統
的
手
工
芸
品
を
集
め
た
「
埼

玉
伝
統
工
芸
会
館
」
が
あ
り
、ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
「
細
川
紙
」

の
技
を
見
た
り
、
手
す
き
和
紙
体
験
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。
3
月
下

旬
に
は
、
仙
元
山
の
麓
で
カ
タ
ク
リ
の
可
憐
な
花
が
咲
き
誇
り
、
穏

や
か
な
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
く
れ
ま
す
。

■�

見
ど
こ
ろ
　
埼
玉
伝
統
工
芸
会
館
・
仙
元
山
見
晴
ら
し
の
丘
公
園
・

下
里
分
校

■�

行
事
　
●
7
月
第
4
土
曜
日
・
日
曜
日
（
予
定
）
／
小
川
町
七
タ
ま

つ
り
●
12
月
第
2
日
曜
日
／
小
川
和
紙
マ
ラ
ソ
ン
大
会
●
小
川
三
蔵 

酒
蔵
巡
り
（
年
に
よ
り
開
催
日
は
異
な
る
）

■�

工
芸
品
　
小
川
和
紙
・
絹
織
物
・
建
具

■�

味
・
グ
ル
メ
　
忠
七
め
し
・
地
酒
（
晴
雲
酒
造
・
松
岡
醸
造
・
武
蔵

鶴
酒
造
）・
の
ら
ぼ
う
菜
・
地
粉
う
ど
ん

嵐
山
町
は
埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
都
心
よ
り
60
㎞

圏
に
あ
り
ま
す
。
比
企
丘
陵
の

中
核
部
を
占
め
て
お
り
、
山
・

渓
谷
・
台
地
あ
り
と
変
化
に
と

ん
だ
自
然
の
宝
庫
で
、
し
か
も

木
曽
義
仲
や
畠
山
重
忠
な
ど
の

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か

け
て
日
本
史
に
名
を
と
ど
め
た

坂
東
武
者
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ

り
ま
す
。
昭
和
の
初
め
、
こ
の

地
を
訪
れ
た
林
学
博
士
の
本
多

静
六
博
士
が
槻
川
の
渓
谷
を
見

て
「
京
都
の
嵐
山
に
似
て
い
る
」

と
感
動
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る

武
蔵
嵐
山
は
、
そ
の
後
町
制
施

行
時
に
町
名
と
な
り
緑
と
清
流

の
町
「
嵐
山
」
を
代
表
す
る
景

勝
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ

嵐
山
渓
谷
・
国
指
定
史
跡
菅

谷
館
跡
・
杉
山
城
・
鎌
形
八

幡
神
社
・
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
森 

蝶
の
里
公
園
・
都
幾
川
桜
堤

■
行
事

●
2
月
3
日
／
節
分
祭
●
8

月
上
旬
／
嵐
山
夏
ま
つ
り
●
10

月
第
3
日
曜
日
／
獅
子
舞
●

11
月
上
旬
／
嵐
山
ま
つ
り
（
時

代
ま
つ
り
）
●
11
月
中
旬
／
嵐

山
渓
谷
紅
葉
ま
つ
り

■
味
・
グ
ル
メ

地
酒
「
お
お
む
ら
さ
き
」

味
菜
工
房「
嵐
山
の
ご
ち
そ
う
」

嵐
丸
焼
き
（
焼
菓
子
）

芋
よ
う
か
ん
「
紅
東
」「
紫
芋
」

Ｂ
級
グ
ル
メ
「
嵐
山
辛
モ
ツ
焼

そ
ば
」

交　　通●東武鉄道東武東上線および
	 JR八高線小川町駅下車
問い合わせ●小川町観光案内所「楽市おがわ」
	 ☎0493-74-1515

交　　通●東武鉄道東武東上線武蔵嵐山駅下車
問い合わせ●嵐山町企業支援課
	 ☎0493-62-0720
http://town.ranzan.saitama.jp/

埼
玉
県緑と清流　やすらぎの嵐山 嵐

ら ん ざ ん

山

関
東
・
甲
信
越
ブ
ロッ
ク

埼
玉
県世界に認められた、和紙のふるさと　おがわまち 小

お

川
が わ
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上野東京ライン

古
河
市
は
関
東
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

東
京
都
心
か
ら
電
車
で
約
1
時
間
の
好
立

地
に
あ
り
、
利
根
川
と
渡
良
瀬
川
の
水
利

に
恵
ま
れ
、
平
成
24
年
に
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
湿
地
に
登
録
と
な
っ
た
渡
良
瀬
遊
水

地
を
有
す
る
な
ど
貴
重
な
自
然
が
残
る
街

で
す
。
室
町
時
代
に
は
関
東
公
方
の
足
利

成
氏
が
「
古
河
公
方
」
と
し
て
本
拠
地

を
古
河
に
置
き
、
そ
の
後
１
３
０
年
の
間
、

関
東
一
円
の
政
治
の
中
心
と
な
り
、
江
戸

時
代
に
は
古
河
城
の
城
下
町
日
光
街
道
の

宿
場
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
現
在
も
当

時
の
面
影
を
残
す
街
並
み
と
多
く
の
寺
社

が
点
在
し
て
い
ま
す
。
例
年
開
催
さ
れ
る

古
河
桃
ま
つ
り
は
、
江
戸
時
代
の
古
河
藩

主
土
井
利
勝
が
領
地
に
桃
を
植
え
さ
せ
た

こ
と
に
由
来
し
、
会
場
の
古
河
公
方
公
園

（
古
河
総
合
公
園
）は
、
歴
史
と
自
然
が
融

和
し
た
公
園
と
し
て
平
成
15
年
に
メ
リ
ナ
・

メ
ル
ク
ー
リ
国
際
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

■
見
ど
こ
ろ

古
河
歴
史
博
物
館
・
古
河
文

学
館
・
篆
刻
美
術
館
・
古
河

街
角
美
術
館
・
鷹
見
泉
石
記

念
館
・
古
河
公
方
公
園
（
古

河
総
合
公
園
）・
永
井
路
子
旧

宅
・
奥
原
晴
湖
画
室
・
お
休
み

処 

坂
長
・
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク

■
行
事

●
3
月
下
旬
〜
4
月
上
旬
／

古
河
桃
ま
つ
り
●
8
月
第
1

土
曜
日
／
古
河
花
火
大
会
●

10
月
27
日
〜
11
月
23
日
／
古

河
菊
ま
つ
り
●
12
月
第
1
土

曜
日
／
古
河
提
灯
竿
も
み
ま
つ

り
■
工
芸
品　

竹
工
画

■
味
・
グ
ル
メ

鮒
甘
露
煮
・
和
菓
子
・
地
酒
・

ど
ぶ
ろ
く
・
御
家
寶
・
さ
し
ま

茶
・
古
河
七
福
カ
レ
ー
め
ん

交　　通●JR宇都宮線・JR湘南新宿ライン古河駅下車
問い合わせ●古河市観光協会
	 ☎0280-23-1266

FAX	0280-23-3088
http://www.kogakanko.jp/

湯
河
原
町
は
、
神
奈
川
県
の
西

南
端
に
位
置
し
、
相
模
灘
に
面
し
三

方
を
箱
根
外
輪
山
と
伊
豆
の
山
々
に

囲
ま
れ
た
風
光
明
媚
な
環
境
と
、

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
古

く
は
『
万
葉
集
』
に
も
う
た
わ
れ

た
名
湯
で
知
ら
れ
る
温
泉
地
で
す
。

ま
た
当
地
の
湯
は
病
中
病
後
の
回
復

に
高
い
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、
多
く

の
著
名
な
文
人
墨
客
達
が
保
養
に

訪
れ
ま
し
た
。
日
帰
り
施
設
も
充

実
し
た
温
泉
入
浴
を
は
じ
め
、
海

水
浴
、
み
か
ん
狩
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
、
四
季
を
通
し
て
、
く
つ
ろ
ぎ

と
や
す
ら
ぎ
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

湯
河
原
梅
林
「
梅
の
宴
」
期
間
中
は
、

幕
山
斜
面
に
約
四
千
本
の
紅
梅
・
白

梅
が
「
梅
の
じ
ゅ
う
た
ん
」
の
ご
と

く
咲
き
ほ
こ
り
、
雄
大
な
自
然
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ
　
町
営
こ
ご
め
の
湯
・

町
立
湯
河
原
美
術
館
・
幕
山
公
園
・

万
葉
公
園
・
独
歩
の
湯
・
不
動
滝

■
行
事
　
●
2
月
上
旬
〜
3
月
中
旬

／
梅
の
宴
●
4
月
第
1
日
曜
日
／

源
頼
朝
旗
挙
げ
武
者
行
列
●
5
月

第
4
土
躍
日
／
湯
か
け
ま
つ
り
●
6

月
上
旬
〜
中
旬
／
ほ
た
る
の
宴
●
6

月
上
旬
〜
6
月
中
旬
／
さ
つ
き
の
郷

●
7
月
中
旬
〜
8
月
31
日
／
海
水

浴
場
開
設
●
8
月
上
旬
／
や
っ
さ
ま

つ
り
●
7
月
中
旬
・
8
月
上
旬
／
海

上
花
火
大
会
●
8
月
上
旬
〜
中
旬

／
納
涼
縁
日
●
10
月
上
旬
〜
12
月

下
旬
／
み
か
ん
狩
り
●
10
月
下
旬
／

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
＋
花
火
●
11
月
中
旬
〜

12
月
上
旬
／
も
み
じ
の
郷
と
お
茶
室

■
工
芸
品　

陶
芸
品
・
ガ
ラ
ス
工

芸
品

■
味
・
グ
ル
メ　

み
か
ん
・
干

物
・
き
び
も
ち

交　　通●JR東海道本線湯河原駅下車
問い合わせ●湯河原町観光課
	 ☎0465-63-2111（内線714）
http://www.town.yugawara.kanagawa.jp/
http://www.yugawara.or.jp

神
奈
川
県

湯けむりと笑顔あふれる四季彩のまち湯
ゆ

河
が わ ら

原

茨
城
県 歴史と伝統が息づくまち・花桃の里古

こ が

河

関
東
・
甲
信
越
ブ
ロッ
ク
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北陸
新幹線

至新潟 飯山線し
な
の
鉄
道

北
し
な
の
線

至
長
野

飯山

豊野

２
０
１
５
年
３
月
14
日
に
北
陸

新
幹
線
飯
山
駅
が
開
業
し
ま
し

た
。
北
信
州
飯
山
は
「
雪
国
の

小
京
都
」
と
呼
ば
れ
る
寺
の
多
い

城
下
町
。
上
杉
謙
信
に
よ
っ
て
築

城
さ
れ
た
飯
山
城
を
中
心
に
歴

代
の
城
主
と
人
々
の
深
い
信
仰
心

の
下
、
20
余
の
寺
社
が
点
在
し
て

い
ま
す
。
長
野
県
史
跡
指
定

「
正し
ょ
う
じ
ゅ
あ
ん

受
庵
」、
島
崎
藤
村
の
名
作

『
破
戒
』
の
舞
台
と
な
っ
た
蓮
華

寺
の
モ
デ
ル
「
真し
ん
し
ゅ
う
じ

宗
寺
」
を
は
じ

め
趣
き
あ
る
佇
ま
い
の
寺
社
を
寺

め
ぐ
り
遊
歩
道
が
結
ん
で
い
ま
す
。

千
曲
川
の
ゆ
る
や
か
な
流
れ
・
四

季
折
々
の
花
と
緑
に
囲
ま
れ
た
自

然
と
歴
史
あ
る
町
並
み
は
、
映
画

「
阿
弥
陀
堂
だ
よ
り
」
の
ロ
ケ
地

に
も
な
り
、
多
く
の
映
画
フ
ァ
ン

に
も
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

加
茂
市
は
新
潟
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
北
越

の
小
京
都
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
加
茂
の

街
を
、
県
立
自
然
公
園
粟
ケ
岳

を
水
源
と
す
る
加
茂
川
の
清
流

が
縦
貫
し
、
信
濃
川
に
注
ぎ
ま

す
。
市
街
地
の
近
く
、
市
民
の

憩
い
の
公
園
と
し
て
親
し
ま
れ

る
自
然
豊
か
な
加
茂
山
公
園
は
、

豪
雪
地
帯
に
咲
く
「
ユ
キ
ツ
バ

キ
」
の
群
生
地
と
し
て
知
ら
れ
、

春
に
は
加
茂
山
全
体
で
お
よ
そ

五
万
本
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

ま
た
、「
桐
タ
ン
ス
」
の
産
地
と

し
て
も
有
名
で
、「
桐
タ
ン
ス
」

と
い
え
ば
加
茂
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
、
そ
の
技
術
と
品
質
は
全
国

的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。

■
見
ど
こ
ろ
　
正
受
庵
・
真
宗

寺
・
飯
山
城
址
・
仏
壇
通
り
・

高
橋
ま
ゆ
み
人
形
館
・
菜
の
花

公
園
・
鍋
倉
山
の
ブ
ナ
林

■
行
事

●
2
月
中
旬
／
い
い
や
ま
雪
ま

つ
り
・
か
ま
く
ら
祭
り
●
5
月

上
旬
／
い
い
や
ま
菜
の
花
ま
つ

り
●
7
月
上
旬
／
奥
信
濃
特

産
ま
つ
り
●
8
月
上
旬
／
い
い

や
ま
灯
篭
ま
つ
り
●
8
月
14
日

／
千
曲
川
河
畔
納
涼
花
火
大

会
●
10
月
上
旬
／
い
い
や
ま
寺

町
花
街
道
＆
寺
宝
展

■
工
芸
品
　
飯
山
仏
壇
・
内
山
紙

（
と
も
に
国
伝
統
的
工
芸
品
）

■
味
・
グ
ル
メ

笹
ず
し
・
富
倉
そ
ば
・
地
酒

「
水
尾
」「
北
光
正
宗
」・
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
・
み
ゆ
き
ポ
ー
ク

■
見
ど
こ
ろ

青
海
神
社
・
加
茂
山
公
園
・
粟

ケ
岳
県
民
休
養
地
・
下
条
川
ダ

ム
・
加
茂
美
人
の
湯
・
冬
鳥
越

ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
と
バ
ラ
園

■
行
事

●
4
月
中
旬
〜
下
旬
／
雪
椿

ま
つ
り

●
5
月
21
日
／
加
茂
ま
つ
り

●
6
月
15
日
／
上
条
ま
つ
り

●
8
月
14
日
／
越
後
加
茂
川

夏
祭
り

■
工
芸
品

桐
タ
ン
ス
・
屏
風
・
建
具

■
味
・
グ
ル
メ

地
酒
（
加
茂
錦
・
雪
椿
・
マ
ス

カ
ガ
ミ
）・
菓
子
・
ル 

レ
ク
チ
エ

（
洋
な
し
）・
日
本
な
し
・
桃
・

ぶ
ど
う

交　　通●JR	飯山線飯山駅下車
	 JR	北陸新幹線飯山駅下車
問い合わせ●信州いいやま観光局
	 ☎0269-62-3133
http://www.iiyama-ouendan.net

交　　通●JR信越本線加茂駅下車
問い合わせ●加茂市商工観光課
	 ☎0256-52-0080
http://www.city.kamo.niigata.jp

新
潟
県北越の小京都　雪椿と桐タンスのまち　加茂 加

か も

茂

長
野
県日本のふるさと北信州 “雪国の小京都” いいやま 飯

い い や ま

山

関
東
・
甲
信
越
ブ
ロッ
ク
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北陸新幹線

至氷見

至城端

あいの風とやま鉄道

万葉
線 Ｊ

Ｒ
氷
見
線

Ｊ
Ｒ
城
端
線

至
金
沢

至
富
山

高岡

新高岡

北陸新幹線

8分

4
分

47
分

14分

氷見線

城
端
線

高岡

城端

富
山

新
高
岡

金
沢

城
端
は
富
山
県
の
南
西
部
に
位

置
し
、
世
界
遺
産
「
五
箇
山
」
の

ふ
も
と
「
善
徳
寺
」
の
寺
内
町
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。
屏
風
の
よ
う
に

連
な
っ
た
山
並
み
や
町
を
挟
む
二
つ
の

川
、
散
居
村
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
農

村
風
景
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
古
い
蔵
や
石
畳
、
路
地
や
坂
道

の
残
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
町
並
み
は

越
中
の
小
京
都
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
く
は
加
賀
藩
の一
部
と
し

て
、
城
端
塗
り
、
絹
織
物
な
ど
の
独

自
の
伝
統
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

中
で
も
曳
山
祭
は
城
端
人
が
作
り

出
す
文
化
芸
術
の
結
集
で
、
平
成

28
年
12
月
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
は
ア

ニ
メ
の
舞
台
と
し
て
訪
れ
る
人
も
多

く
、
古
さ
と
新
し
さ
の
調
和
が
新
た

な
魅
力
と
な
って
い
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ

桜
ケ
池
ク
ア
ガ
ー
デ
ン
・
城
端

別
院
善
徳
寺
・
城
端
曳
山
会

館
・
じ
ょ
う
は
な
織
館
・
縄
ケ

池
・
水
車
の
里
・
城
端
伝
統

芸
能
会
館
じ
ょ
う
は
な
座

■
行
事

●
2
月
28
日
／
つ
ご
も
り
大
市

●
4
月
／
城
端
し
だ
れ
桜
ま
つ

り
●
5
月
4
・
5
日
／
曳
山

祭
●
7
月
22
日
〜
28
日
／
善

徳
寺
虫
干
法
会
●
9
月
16

日
・
17
日
／
城
端
む
ぎ
や
祭

●
10
・
11
月
／
な
ん
と
彩
菜
ま

つ
り

■
工
芸
品　

城
端
蒔
絵
・
絹
製
品

■
味
・
グ
ル
メ

か
や
焼
・
富
山
干
柿
・
ど
じ
ょ

う
の
蒲
焼
・
か
ぶ
ら
寿
し

交　　通●JR城端線城端駅下車
問い合わせ●（一社）南砺市観光協会	城端観光案内所
	 ☎0763-62-1821
http://tabi-nanto.jp

高
岡
市
は
、
富
山
県
の
北
西

部
に
位
置
し
、
海
越
し
に
3
千

メ
ー
ト
ル
級
の
立
山
連
峰
の
大

パ
ノ
ラ
マ
を
望
む
こ
と
が
で
き

る
雨
晴
海
岸
や
、
万
葉
集
に
も

詠
ま
れ
た
二
上
山
な
ど
の
美
し

い
自
然
を
有
し
て
い
ま
す
。

今
か
ら
約
四
百
年
前
、
加
賀

前
田
家
二
代
当
主
前
田
利
長
公

に
よ
り
開
か
れ
た
こ
の
ま
ち
に

は
、
国
宝
瑞
龍
寺
を
は
じ
め
、

高
岡
古
城
公
園
（
高
岡
城
跡
）

や
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
選
定
さ
れ
た
山
町
筋
・

金
屋
町
の
古
い
町
並
み
な
ど
歴

史
・
文
化
遺
産
が
数
多
く
残
り
、

伝
統
産
業
で
あ
る
高
岡
銅
器
・

漆
器
な
ど
も
の
づ
く
り
の
技
が

今
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ
　
雨
晴
海
岸
・
国
宝

瑞
龍
寺
・
勝
興
寺
・
高
岡
古
城

公
園
・
高
岡
大
仏
・
金
屋
町
・

山
町
筋

■
行
事　

●
1
月
中
旬
／
日
本
海

高
岡
な
べ
祭
り
●
5
月
1
日
／

高
岡
御
車
山
祭
●
5
月
15
日
／

伏
木
曳
山
祭
●
6
月
19
日
〜
20

日
／
御
印
祭
●
7
月
3
日
〜
7

日
／
戸
出
七
タ
ま
つ
り
●
8
月
1

日
〜
7
日
／
高
岡
七
タ
ま
つ
り
●

9
月
23
日
〜
24
日
／
福
岡
町
つ

く
り
も
ん
ま
つ
り
●
9
月
下
旬
／

中
田
か
か
し
祭
●
10
月
第
1
金

〜
日
曜
日
／
高
岡
万
葉
ま
つ
り

「
万
葉
集
全
二
十
巻
朗
唱
の
会
」

■
工
芸
品　

高
岡
銅
器
・
高
岡

漆
器
・
菅
笠

■
味
・
グ
ル
メ　

富
山
湾
の
海
の

幸
・
高
岡
昆
布
百
選
・
和
菓
子

交　　通●北陸新幹線新高岡駅下車
	 あいの風とやま鉄道高岡駅下車
問い合わせ●高岡市観光交流課
	 ☎0766-20-1301
http://www.takaoka.or.jp/

中
部
ブ
ロッ
ク

富
山
県 歴史文化が薫る、ものづくりの技が息づくまち高

た か お か

岡

富
山
県 機

はた

の音と端
は

唄
うた

が流れる里城
じょう

端
は な
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小
浜
市
は
、
大
陸
と
京
都
を

結
ぶ
海
陸
交
通
の
要
衝
と
し
て

栄
え
、
国
宝
明
通
寺
を
は
じ
め
、

数
多
く
の
重
文
級
の
寺
社
、
仏

像
等
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
ま

た
市
街
地
の
西
部
に
は
古
い
町

並
み
が
残
っ
て
お
り
、
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
浜

市
は
ま
た
、
御
食
国
と
し
て
都

に
豊
か
な
食
を
供
し
た
歴
史
を

も
ち
、
今
で
も
浜
焼
き
鯖
、
若

狭
か
れ
い
、
若
狭
ぐ
じ
な
ど
、

海
産
物
の
宝
庫
で
す
。
な
か
で

も
、
冬
の
日
本
海
の
荒
波
に
も

ま
れ
身
の
引
き
締
ま
っ
た
若
狭

ふ
ぐ
は
冬
の
若
狭
お
ば
ま
を
代

表
す
る
味
覚
で
す
。

■
見
ど
こ
ろ

明
通
寺
・
蘇
洞
門
・
三
丁
町（
重

伝
建
）・
鵜
の
瀬
（
お
水
送
り
）

■
行
事

●
3
月
2
日
／
お
水
送
り
●

5
月
2
・
3
日
／
お
城
ま
つ
り

●
6
月
30
日
・
7
月
1
日
／

す
り
鉢
く
ぐ
り
●
7
月
中
旬

／
祗
園
ま
つ
り
●
8
月
1
日
／

若
狭
マ
リ
ン
ピ
ア
●
8
月
4
日

／
箸
ま
つ
り
●
8
月
23
日
／
地

蔵
盆
●
9
月
中
旬
／
放
生
祭

■
工
芸
品

若
狭
塗
箸
・
若
狭
塗
・
若
狭

和
紙
・
う
る
し
ダ
ル
マ

■
味
・
グ
ル
メ

若
狭
ふ
ぐ
・
小
浜
鯖
・
小
鯛
さ

さ
漬
・
若
狭
ぐ
じ
・
若
狭
か
れ

い
・
浜
焼
き
鯖
・
く
ず
ま
ん
じ

ゅ
う
・
で
っ
ち
よ
う
か
ん交　　通●JR小浜線小浜駅下車

問い合わせ●若狭おばま観光案内所
	 ☎O770-52-2082
http://www.wakasa-obama.jp/

郡
上
市
八
幡
町
は
、
岐
阜
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
清
流
吉
田
川
が
流
れ

る
「
水
と
お
ど
り
の
城
下
町
」
で
す
。
戦
国
末
期
、
遠
藤
盛
数
が
八

幡
山
に
城
を
築
き
、
ふ
も
と
に
町
を
つ
く
っ
た
の
が
城
下
町
・
郡
上

八
幡
の
は
じ
ま
り
で
す
。
少
し
ば
か
り
の
お
国
自
慢
は
、
四
百
年
の
間
、

歌
い
踊
り
継
が
れ
た
郡
上
お
ど
り
の
伝
統
と
、
心
洗
う
せ
せ
ら
ぎ
の

音
、
清
ら
か
な
水
の
流
れ
。
移
り
ゆ
く
時
代
の
流
れ
か
ら
、
半
歩
遅

れ
て
歩
む
よ
う
な
、
郡
上
八
幡
と
は
そ
ん
な
町
で
す
。

■
見
ど
こ
ろ

郡
上
八
幡
城
・
宗
祗
水
・
郡
上
八
幡
博
覧
館
・
や
な
か
三
館
・
郡
上
八

幡
旧
庁
舎
記
念
館

■
行
事

●
1
月
20
日
／
郡
上
本
染
寒
ざ
ら
し
●
4
月
第
3
土
曜
日
・
日
曜
日

／
郡
上
八
幡
春
ま
つ
り
●
6
月
上
旬
／
鮎
友
釣
解
禁
●
7
月
中
旬
〜

9
月
上
旬
／
郡
上
お
ど
り
●
8
月
7
日
／
城
下
町
花
火
大
会
●
10
月

上
旬
／
市
島
髙
雄
歌
舞
伎
●
11
月
中
旬
／
郡
上
八
幡
城
も
み
じ
ま
つ
り

■
工
芸
品

郡
上
紬
・
郡
上
本
染
・
食
品
サ
ン
プ
ル

■
味
・
グ
ル
メ

肉に
っ
け
い
だ
ま

桂
玉
・
川
魚
料
理
・
猪し

し

な
べ
・
と
ち
の
実
せ
ん
べい

交　　通●長良川鉄道郡上八幡駅下車
問い合わせ●郡上八幡観光協会
	 ☎O575-67-0002
http://www.gujohachiman.com/kanko

中
部
ブ
ロッ
ク

岐
阜
県水とおどりと心のふるさと 郡

ぐ

上
じょう

八
は ち ま ん

幡

福
井
県自然と文化が織りなす御

み け つ く に

食国　若狭おばま 小
お

浜
ば ま
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遠
州
森
町
は
三
方
を
小
高
い

山
々
に
囲
ま
れ
、
中
央
を
「
太
田

川
」
が
流
れ
る
風
情
豊
か
な
町
。

か
つ
て
は
火
伏
せ
の
神
「
秋
葉
神

社
」
へ
通
ず
る
街
道
の
宿
場
町
と

し
て
、
江
戸
時
代
中
期
頃
か
ら
は

「
古
着
の
町
」と
し
て
葛
飾
北
斎
の

「
栄
え
る
都
市
の
番
付
」
の
前
頭

に
、
そ
の
名
が
掲
げ
ら
れ
る
ほ
ど

の
盛
況
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
大

正
十
二
年
七
月
、
森
町
を
訪
れ
た

地
理
学
者
「
志
賀
重
昴
」
は
、

山
紫
水
明
の
こ
の
町
を「
小
京
都
」

と
称
賛
し
、
以
来
遠
州
の
小
京
都

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

永
い
歴
史
を
刻
み
、
人
々
の
信

仰
を
集
め
て
い
る
神
社
や
仏
閣
も

数
多
く
点
在
し
、
そ
こ
に
伝
承
さ

れ
る
舞
楽
や
祭
り
は
、
森
町
独
自

の
文
化
を
創
出
し
て
き
ま
し
た
。

■
見
ど
こ
ろ

小
國
神
社
・
ア
ク
テ
ィ
森
・
大

洞
院
・
香
勝
寺
・
極
楽
寺
・

蓮
華
寺
・
友
田
家

■
行
事

●
4
月
上
旬
／
天
宮
神
社
十

二
段
舞
楽　

●
4
月
下
旬
／

小
國
神
社
十
二
段
舞
楽
●
7

月
中
旬
／
山
名
神
社
天
王
祭

舞
楽
●
8
月
15
日
／
納
涼
花

火
大
会
●
9
月
／
蓮
華
寺
萩

ま
つ
り
●
11
月
第
1
金
・
土
・

日
／
森
の
ま
つ
り
●
11
月
下
旬

／
小
國
神
社
・
大
洞
院
紅
葉

■
工
芸
品

森
山
焼

■
味
・
グ
ル
メ

お
茶
・
治
郎
柿
・
と
う
も
ろ
こ

し
・
和
菓
子

交　　通●天竜浜名湖鉄道遠州森駅下車
問い合わせ●森町役場産業課
	 ☎0538-85-6319
http://www.town.morimachi.
shizuoka.jp/

大
給
松
平
六
万
石
の
城
下
町

と
し
て
古
く
か
ら
栄
え
て
き
た

西
尾
市
は
、
愛
知
県
中
央
南
部

に
位
置
し
、
歴
史
あ
る
名
所
旧

跡
、
古
式
ゆ
か
し
い
伝
統
芸
能
、

大
名
行
列
を
は
じ
め
と
す
る
祭

な
ど
文
化
や
芸
能
が
今
も
大
切

に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
温

暖
な
気
候
と
矢
作
川
の
恩
恵
の

川
霧
と
土
壌
な
ど
大
変
恵
ま
れ

た
自
然
を
利
用
し
て
、
茶
、
植
木
、

花
き
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
抹
茶
の
原
料
と
な
る
て

ん
茶
は
、
全
国
有
数
の
生
産
量

を
誇
り
ま
す
。
ま
た
、
養
殖
う

な
ぎ
や
ア
サ
リ
に
代
表
さ
れ
る

水
産
物
の
生
産
拠
点
と
し
て
も

発
展
し
て
い
ま
す
。

■�

見
ど
こ
ろ
　
久
麻
久
神
社
・
実
相

寺
・
長
圓
寺
・
西
尾
市
歴
史
公
園
・

平
原
の
滝
・
国
宝
金
蓮
寺
弥
陀
堂
・

華
蔵
寺
・
佐
久
島
・
三
ケ
根
山
・
三

河
一
色
諏
訪
神
社
・
伊
文
神
社

■�

行
事
　
●
1
月
3
日
／
て
ん
て
こ

祭
●
2
月
上
旬
／
鳥
羽
の
火
祭
り

●
3
月
下
旬
〜
4
月
上
旬
／
西
尾

六
万
石
桜
ま
つ
り
●
7
月
中
旬
／

西
尾
祇
園
祭
●
8
月
14
日
／
貝
吹

の
か
ぎ
万
燈
●
8
月
15
日
／
米
津

の
川
ま
つ
り
●
8
月
26
・
27
日
／
三

河
一
色
大
提
灯
ま
つ
り
●
8
月
下
旬

／
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
●
10

月
中
旬
／
「
西
尾
の
抹
茶
」
の
日

■�

工
芸
品
　
三
河
一
刀
彫
・
き
ら

ら
鈴
・
吉
良
の
赤
馬
・
鶴
城

焼
・
三
河
仏
壇

■�

味
・
グ
ル
メ
　
抹
茶
・
う
な

ぎ
・
ア
サ
リ
・
え
び
せ
ん
べ
い
・

和
菓
子
・
の
り

交　　通●名古屋鉄道西尾線西尾駅下車
問い合わせ●（一社）西尾市観光協会
	 ☎0563-57-7882
http://www.240kanko.com/

中
部
ブ
ロッ
ク

愛
知
県 抹茶の薫る城下町西

に し

尾
お

静
岡
県 遠州の小京都　森町森

も り
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三
重
県
の
北
西
部
、
周
囲
を
山
で
囲
ま
れ
た
伊
賀
盆
地
。
こ
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
の
が
伊
賀
市
で
す
。
江
戸
時
代
、
藤
堂
高

虎
に
よ
り
基
盤
目
状
に
整
備
さ
れ
た
城
下
町
は
、
現
在
で
も
そ
の
面

影
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
景
観
は
千
年
の
都
、
京
都
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
ま
す
。
さ
ら
に
伊
賀
上
野
は
、
歴
史
の
陰
で
活
躍
し
た
伊
賀
忍
者
・

伊
賀
流
忍
術
発
祥
の
地
で
あ
る
ほ
か
、
漂
泊
の
詩
人
と
し
て
各
地
を

旅
し
、
紀
行
文
や
数
々
の
名
句
を
生
ん
だ
松
尾
芭
蕉
の
生
誕
地
で
も

あ
り
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ

伊
賀
流
忍
者
博
物
館
・
上
野
城
・
俳
聖
殿
・
だ
ん
じ
り
会
館

■
行
事

●
4
月
1
日
〜
5
月
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
／
伊
賀
上
野
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ａ
フ
エ
ス
タ

●
中
秋
／
お
城
ま
つ
り
（
薪
能
）

●
10
月
12
日
／
芭
蕉
祭

●
10
月
／
上
野
天
神
祭

■
工
芸
品

伊
賀
く
み
ひ
も
・
伊
賀
焼

■
味
・
グ
ル
メ

伊
賀
肉
・
豆
腐
田
楽
・
か
た
や
き

交　　通●伊賀鉄道上野市駅下車
問い合わせ●（一社）伊賀上野観光協会
	 ☎0595-26-7788
http://www.igaueno.net/
http://iganinja.jp/

平
安
京
の
頃
か
ら
一
千
有
余

年
に
わ
た
っ
て
都
と
し
て
栄
え

て
き
た
町
、
京
都
。
そ
の
悠
々

た
る
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
雅

や
か
な
文
化
は
、
多
く
の
人
々

を
魅
了
し
、
京
都
の
外
へ
も
拡

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
文

化
は
、
全
国
す
み
ず
み
に
根
づ

き
、
や
が
て
各
地
に
小
京
都
と

い
わ
れ
る
ま
ち
が
次
第
に
増
え

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、

近
代
都
市
の
様
相
を
見
せ
な
が

ら
も
悠
久
の
歴
史
を
今
に
伝
え

る
社
寺
な
ど
の
建
造
物
や
茶

道
・
華
道
・
能
・
狂
言
と
い
っ

た
文
化
・
芸
術
が
伝
承
さ
れ
て

い
ま
す
。
古
き
良
き
伝
統
と
新

し
い
感
覚
が
共
存
す
る
な
か
か

ら
、
さ
ら
に
、
新
し
い
文
化
が

次
々
と
生
み
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ
　
清
水
寺
ほ
か
東
山

一
帯
・
大
原
・
嵯
峨
野
、
嵐
山
・

二
条
城
ほ
か
市
中
・
古
社
寺

■
行
事�

　
●
3
月
中
旬
／
京

都
・
東
山
花
灯
路
●
3
月
末
〜

5
月
下
旬
／
春
の
を
ど
り
●
4

月
29
日
〜
５
月
５
日
／
壬
生
大

念
仏
会
●
5
月
15
日
／
葵
祭
●

6
月
1
・
2
日
／
薪
能
●
7
月

1
日
〜
31
日
／
祇
園
祭
●
8
月

上
旬
／
京
の
七
夕
●
8
月
16
日

／
京
都
五
山
送
り
火
●
8
月
23
・

24
日
／
千
灯
供
養
●
10
月
22
日

／
時
代
祭
●
10
月
22
日
／
鞍
馬

の
火
祭
●
12
月
中
旬
／
京
都
・

嵐
山
花
灯
路
●
12
月
31
日
／
を

け
ら
詣

■
工
芸
品　

西
陣
織
・
京
友
禅
・

清
水
焼
・
京
漆
器
・
京
扇
子

■
味
・
グ
ル
メ　

京
料
理
・
精
進

料
理
・
湯
豆
腐
・
八
つ
橋
・
京

漬
物

交　　通●JR京都駅下車
問い合わせ●公益社団法人	京都市観光協会
	 ☎075-213-1717
http://www.kyokanko.or.jp

近
畿
ブ
ロッ
ク

京
都
府雅びを極めた悠久の都 京

きょう

都
と

三
重
県文化薫る歴史の街 伊

い が

賀上
う え

野
の
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昔
の
町
並
み
と
現
代
の
建
物
が

共
存
し
て
い
る
町
、
出
石
。
出
石

城
跡
を
は
じ
め
と
し
て
、
少
し
歩

く
と
昔
の
町
並
み
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
旧

町
内
に
点
在
し
て
い
る
守
護
寺
、

あ
る
い
は
、
現
在
も
実
際
に
人
々

が
生
活
し
て
い
る
「
町
家
造
り
」

の
家
、
船
着
場
の
な
ご
り
の
「
お

り
ゅ
う
灯
籠
」
や
太
鼓
櫓
だ
っ
た

「
辰し
ん

鼓こ

楼ろ
う

」
な
ど
数
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
四
季
折
々
の

自
然
も
す
ば
ら
し
く
、
春
は
桜
や

こ
ぶ
し
、
秋
に
は
も
み
じ
や
銀
杏

な
ど
の
紅
葉
が
美
し
く
色
付
き
ま

す
。
四
季
を
通
じ
て
人
気
の
あ
る

奥
山
渓
谷
の
清
流
や
白
糸
の
滝
、

徳
神
社
の
御
神
木
「
な
ん
じ
ゃ
も

ん
じ
ゃ
の
木
」
な
ど
自
然
と
ふ
れ

合
う
こ
と
も
ま
た一興
で
す
。

千
年
の
都
・
京
都
の
西
隣
に
位

置
す
る
地
域
と
し
て
発
展
し
、
豊

か
な
自
然
と
人
々
が
調
和
す
る
歴

史
と
文
化
の
薫
る
ま
ち
亀
岡
。
天

正
年
間
に
は
明
智
光
秀
に
よ
っ
て

丹
波
亀
山
城
が
築
か
れ
、
そ
の
城

跡
の
周
辺
に
は
か
つ
て
の
城
下
町

の
風
情
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち

の
中
心
を
流
れ
る
保
津
川
の
渓
谷

は
風
光
明
媚
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

く
、
嵯
峨
野
ト
ロ
ッ
コ
列
車
や
保

津
川
下
り
で
そ
の
景
色
を
堪
能

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
山
間
の

閑
寂
な
温
泉
地
で
あ
る
湯
の
花
温

泉
は
、
京
の
奥
座
敷
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
円
山
応
挙

や
石
田
梅
岩
な
ど
、
京
都
の
文
化

に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
人
物

も
多
数
輩
出
す
る
な
ど
、
多
彩

な
面
を
合
わ
せ
持
ち
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ

出
石
城
跡
・
辰
鼓
楼
・
宗す

き
ょ
う鏡

寺じ

・
家
老
屋
敷
・
出
石
永
楽
館

■
行
事

●
4
月
初
旬
〜
5
月
初
旬
／

桜
ま
つ
り
●
5
月
5
日
／
幟の

ぼ
り
ま

わ
し
●
6
月
下
旬
／
ほ
た
る
祭

●
8
月
23
日
／
地
蔵
盆
●
8

月
24
日
の
直
近
の
日
曜
日
／

愛あ
た
ご宕
の
火
祭
り
●
10
月
15
日

直
前
の
日
曜
日
／
出
石
だ
ん
じ

り
祭
り
●
11
月
3
日
／
お
城
ま

つ
り
●
3
月
の
第
3
土
曜
日
の

前
後
3
日
間
／
初は

つ
う
ま午
大
祭

■
工
芸
品

出
石
焼
・
出
石
ち
り
め
ん
・
杞

柳
製
品

■
味
・
グ
ル
メ

出
石
皿
そ
ば

■
見
ど
こ
ろ
　
丹
波
亀
山
城
跡
・

出
雲
大
神
宮
・
穴
太
寺
・
丹

波
七
福
神
め
ぐ
り
・
鍬
山
神
社

■
行
事　

●
4
月
18
日
／
鎮
花

祭
●
5
月
3
日
／
亀
岡
光
秀
ま

つ
り
●
6
月
下
旬
〜
7
月
下
旬

／
丹
波
亀
岡
き
き
ょ
う
の
里
●

8
月
6
日
／
亀
岡
大
踊
り
大
会

●
8
月
7
日
／
亀
岡
平
和
祭

保
津
川
市
民
花
火
大
会
●
8

月
14
日
／
佐
伯
灯
籠
●
9
月

下
旬
〜
10
月
下
旬
／
京
都
丹

波
亀
岡
『
夢
コ
ス
モ
ス
園
』
●

10
月
23
日
〜
25
日
／
亀
岡
祭

■
工
芸
品

天
然
砥
石
・
京
焼

■
味
・
グ
ル
メ　
亀
岡
牛
・
丹
波
松

茸
・
丹
波
栗
・
丹
波
黒
豆
・
丹
波

大
納
言
小
豆
・
鮎
・
ぼ
た
ん
鍋
・
京

野
菜
・
丹
波
地
酒
・
犬
甘
野
そ
ば

交　　通●JR山陰本線豊岡駅下車、
	 全但バス出石行で30分
問い合わせ●NPO法人	但馬國出石観光協会
	 ☎O796-52-4806
http://www.izushi.co.jp

交　　通●JR嵯峨野線亀岡駅下車
問い合わせ●JR亀岡駅観光案内所
	 ☎0771-22-0691
http://www.kameoka.info/

兵
庫
県 但馬の小京都、出石出

い ず し

石

京
都
府 明智光秀のまち亀岡亀

か め お か

岡

近
畿
ブ
ロッ
ク
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た
つ
の
市
の
中
央
部
に
位
置

す
る
龍
野
エ
リ
ア
は
小
山
が
随

所
に
散
在
し
た
山
紫
水
明
の
町

で
す
。
ま
た
脇
坂
5
万
3
千
石

の
城
下
町
で
あ
り
、
市
街
に
は

武
家
屋
敷
、
白
壁
の
土
蔵
が
今

な
お
残
っ
て
お
り
、
播
磨
の
小

京
都
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、

大
地
を
潤
し
た
清
澄
な
揖
保
川

の
流
れ
は
今
も
変
わ
ら
ず
、
醤

油
・
素
麺
・
皮
革
等
伝
統
的
産

業
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
龍
野

の
美
し
さ
は
、
鶏
籠
山
の
緑
、

揖
保
川
の
清
流
、
古
い
町
並
み

の
織
り
な
す
美
し
さ
で
あ
り
、

そ
れ
が
長
い
星
霜
と
古
い
歴
史

に
よ
り
い
ぶ
さ
れ
、
庭
光
り
と

豊
か
な
詩
情
を
た
た
え
て
い
る

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ

龍
野
公
園
・
龍
野
城
・
聚
遠

亭
・
童
謡
の
小
径
・
う
す
く
ち

龍
野
醤
油
資
料
館
・
揖
保
乃

糸
資
料
館
そ
う
め
ん
の
里

■
行
事

●
4
月
上
旬
／
龍
野
さ
く
ら

祭
●
8
月
第
1
土
曜
日
／
龍

野
納
涼
花
火
大
会
●
十
五
夜

の
日
／
龍
野
観
月
の
タ
●
11

月
上
旬
／
た
つ
の
ふ
る
さ
と
フ

ェ
ス
タ
●
11
月
中
旬
／
た
つ
の

市
皮
革
ま
つ
り

■
味
・
グ
ル
メ

醤
油
ま
ん
じ
ゅ
う

そ
う
め
ん

交　　通●JR姫新線本竜野駅下車
問い合わせ●たつの市観光協会
	 ☎0791-64-3156
http://www.city.tatsuno.lg.jp/

篠
山
市
に
は
国
の
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
京
都

に
向
か
う
西
京
街
道
沿
い
の
宿
場

町
と
農
村
集
落
で
構
成
さ
れ
て
い

る
福
住
地
区
と
、
篠
山
城
跡
や

城
下
町
の
町
並
み
の
篠
山
地
区
の

２
箇
所
あ
り
ま
す
。
中
で
も
篠

山
地
区
は
旧
街
道
の
面
影
を
残

し
た
町
並
み
で
、
慶
長
14
年
の
篠

山
城
築
城
か
ら
商
業
の
中
心
と
し

て
栄
え
ま
し
た
。
妻
入
商
家
が

特
徴
で
、
千
本
格
子
や
荒
格
子
、

袖
壁
、
う
だ
つ
な
ど
江
戸
時
代
の

城
下
町
の
姿
を
今
に
伝
え
て
い
ま

す
。
こ
の
町
並
み
を
活
か
し
た
美

術
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
保
存
活
用
が
評
価
さ
れ
、
２

０
１
４
年
に
は
都
市
景
観
大
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

■
見
ど
こ
ろ
　
篠
山
城
大
書
院
・

御
徒
士
町
武
家
屋
敷
群
・
河
原

町
妻
入
商
家
群
・
歴
史
美
術

館
・
春
日
神
社
（
能
舞
台
）・

王
地
山
公
園
・
福
住
の
町
並
み

■
行
事

●
3
月
上
旬
／
篠
山
Ａ
Ｂ
Ｃ
マ
ラ
ソ

ン
●
4
月
下
旬
／
に
し
き
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
ま
つ
り
●
6
月
上
旬
／
大
国
寺

と
丹
波
茶
ま
つ
り
●
8
月
15
・
16

日
／
丹
波
篠
山
デ
カ
ン
シ
ョ
祭
●
10

月
上
旬
／
丹
波
篠
山
味
ま
つ
り
●

10
月
中
旬
／
丹
波
焼
陶
器
ま
つ
り

■
工
芸
品　

丹
波
焼
・
王
地
山

焼
・
丹
波
木
綿

■
味
・
グ
ル
メ　

丹
波
篠
山
黒
豆

（
黒
枝
豆
）・
丹
波
栗
・
丹
波
篠

山
山
の
芋
・
ぼ
た
ん
鍋
・
丹
波
篠

山
牛
・
丹
波
茶
・
丹
波
篠
山
米
・

丹
波
松
茸
・
篠
山
ま
る
ご
と
丼

交　　通●JR福知山線篠山口駅下車、
	 篠山営業所行神姫グリーンバス
	 で約15分（篠山城跡）
問い合わせ●
篠山観光案内所☎079-552-3380
篠山口駅観光案内所☎079-590-2060
http://tourism.sasayama.jp/

兵
庫
県童謡の里龍野 龍

た つ

野
の

兵
庫
県人・自然・文化が織りなす食と農の都 篠

さ さ や ま

山

近
畿
ブ
ロッ
ク
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宍
道
湖
と
大
橋
川
、
掘
割
に

抱
か
れ
た
水
の
都
松
江
は
、
歴

史
と
文
化
の
薫
り
高
い
し
っ
と

り
と
落
ち
着
い
た
城
下
町
で
す
。

季
節
ご
と
に
色
合
い
を
変
え
る

宍
道
湖
の
夕
景
が
美
し
い
街
。

宍
道
湖
畔
に
立
並
ぶ
松
江
し
ん

じ
湖
温
泉
と
玉
造
温
泉
の
街
。

明
治
の
文
豪
、
小
泉
八
雲
（
ラ

フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
が
こ

よ
な
く
愛
し
た
街
。
古
代
出
雲

文
化
発
祥
の
地
、
神
話
と
史
跡

の
街
。
縁
結
び
、
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
も
多
数
。
抹
茶
と
和
菓
子

の
街
。
宍
道
湖
七
珍
料
理
な
ど

食
べ
物
の
美
味
し
い
街
。
代
表

的
な
も
の
に
し
じ
み
、
出
雲
そ

ば
、
あ
ご
野
焼
、
津
田
か
ぶ
漬
、

銘
柄
豊
富
な
地
酒
、
冬
の
カ
ニ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

倉
吉
市
は
、
伯
耆
国
の
中
心
地
と
し
て
古
く
か
ら
栄
え
、
今
な
お

名
所
・
旧
跡
・
歴
史
街
道
な
ど
が
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
白
壁

土
蔵
群
の
周
辺
は
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
雰
囲
気
が
漂
い
、
ひ
と
た
び

町
な
か
を
散
策
す
れ
ば
、
誰
も
が
時
を
忘
れ
あ
の
日
に
還
れ
る
瞬
間

に
出
会
う
は
ず
で
す
。
ま
た
関
金
地
域
に
は
、
開
湯
１
３
０
０
年
を

迎
え
た
白
金
の
湯
「
関
金
温
泉
」
や
、
大
自
然
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
思

う
存
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
体
験
ス
ポ
ッ
ト
も
満
載
で
す
。

■�

見
ど
こ
ろ
　
白
壁
土
蔵
群
・
打
吹
公
園
・
大
岳
院
・
大
蓮
寺
・
長
谷
寺
・
倉
吉

淀
屋
・
鳥
取
二
十
世
紀
梨
記
念
館
な
し
っ
こ
館
・
豊
田
家
住
宅
・
伯
耆
国
府
跡
・

伯
耆
国
分
寺
跡
・
緑
の
彫
刻
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
倉
吉
線
鉄
道
記
念
館
・
関
金
温
泉

■�

行
事
　
●
2
月
第
3
日
曜
日
／
長
谷
の
観
音
市
●
3
月
下
旬
〜
5

月
上
旬
／
倉
吉
春
ま
つ
り
●
4
月
第
1
日
曜
日
／
く
ら
よ
し
打
吹
流

し
び
な
●
8
月
初
旬
土
・
日
曜
日
／
倉
吉
打
吹
ま
つ
り
●
９
月
第
１

日
曜
日
／
倉
吉
せ
き
が
ね
里
見
ま
つ
り
・
里
見
時
代
行
列

■�

工
芸
品
　
倉
吉
絣が

す
り・
は
こ
た
人
形
・
竹
工
芸
・
倉
吉
い
か
（
凧
）・
陶
芸

（
上
神
焼
・
倉
吉
焼
八
幡
窯
・
国
造
焼
・
黒
見
焼
・
福
光
焼
・
玉
伯

焼
・
上
神
焼
上
神
山
窯
・
打
吹
焼
）

■�

味
・
グ
ル
メ
　
打
吹
公
園
だ
ん
ご
・
餅
し
ゃ
ぶ
膳
・
二
十
世
紀
梨
・
牛
骨

ラ
ー
メ
ン
・
極
実
ス
イ
カ
・
プ
リ
ン
ス
メ
ロ
ン
・
関
金
わ
さ
び
・
関
金
そ
ば

■
見
ど
こ
ろ　

国
宝
松
江
城
・

月
照
寺
・
堀
川
遊
覧
船
・
県

立
美
術
館
・
松
江
歴
史
館

■
行
事　

●
2
月
1
日
〜
28
日
／

ま
つ
え
食
ま
つ
り
●
3
月
下
旬

〜
4
月
中
旬
／
お
城
ま
つ
り
●

4
月
第
1
土
曜
日
／
松
江
武
者

行
列
●
4
月
下
旬
／
茶
筅
供
養

●
4
月
下
旬
〜
5
月
上
旬
／
大

根
島
ぼ
た
ん
祭
●
8
月
4
・

5
・
6
日
／
松
江
水
郷
祭
●
9

月
1
日
〜
10
月
31
日
／
松
江
水

燈
路
●
10
月
7
日
・
8
日
／
松

江
城
大
茶
会
●
10
月
中
旬
〜
11

月
上
旬
／
菊
花
展
●
10
月
15
日

／
松
江
祭
鼕
（
ど
う
）
行
列

■
工
芸
品　
八
雲
塗
・
楽
山
焼
・
袖

師
焼
・
め
の
う
細
工
・
松
江
姉
様
人
形

■
味
・
グ
ル
メ　

和
菓
子
・
あ
ご

野
焼
・
宍
道
湖
大
和
し
じ
み
・

出
雲
そ
ば
・
出
雲
銘
茶交　　通●JR山陰本線松江駅下車

問い合わせ●（一社）松江観光協会
	 ☎0852-27-5843
https://www.kankou-matsue.jp/

交　　通●JR山陰本線倉吉駅下車
問い合わせ●倉吉白壁土蔵群観光案内所
	 ☎0858-22-1200
倉吉市ホームページ
http://www.city.kurayoshi.lg.jp/
倉吉観光マイス協会
https://kurayoshi-kankou.jp

島
根
県 国際文化観光都市松

ま つ

江
え

中
国
ブ
ロッ
ク

鳥
取
県 懐かしい風景に出逢う倉

く ら よ し

吉
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津
山
は
古
く
か
ら
、
美
作
の

攻
治
、
経
済
の
中
心
地
、
出
雲

街
道
・
吉
井
川
水
運
な
ど
の
交

通
拠
点
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し

た
。
１
６
０
３
年
（
慶
長
8
年
）

森
忠
政
の
入
国
に
よ
っ
て
築
か

れ
た
強
固
な
城
下
町
は
今
で
も

そ
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
て
い

ま
す
。
巧
妙
に
積
み
上
げ
ら
れ

た
石
垣
の
津
山
城
跡
を
中
心
に

城
東
、
城
西
に
分
か
れ
る
近
代

的
な
町
並
み
の
中
に
宿
場
風
情

を
漂
わ
せ
る
旧
出
雲
街
道
沿
い
、

閑
静
な
た
た
ず
ま
い
を
み
せ
る

武
家
屋
敷
…
…
ま
ち
全
体
を
緑

が
覆
い
、
清
流
が
流
れ
、
神
社
、

仏
閣
が
多
く
、「
西
の
京
都
」
と

も
呼
ば
れ
、
四
季
を
通
し
て
多

く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ

鶴
山
公
園
・
衆
楽
園
・
つ
や
ま

自
然
の
ふ
し
ぎ
館
・
城
東
町
並

み
保
存
地
区
・
作
楽
神
社

■
行
事

●
4
月
1
日
〜
15
日
／
津
山

さ
く
ら
ま
つ
り
●
8
月
第
1
土

曜
日
・
日
曜
日
／
津
山
納
涼

ご
ん
ご
ま
つ
り
●
10
月
第
3
〜

第
4
日
曜
日
／
津
山
ま
つ
り

●
11
月
第
1
日
曜
日
／
城
東

む
か
し
町

■
工
芸
品

横
野
手
す
き
和
紙
・
作
州
牛
・

作
州
絣

■
味
・
グ
ル
メ

桐き
り

襲か
さ
ね・
い
ち
ま
・
十
万
石
・
初

雪
・
べっ
ぴ
ん
さ
ん
・
津
山
ホ
ル

モ
ン
う
ど
ん
・
そ
ず
り
鍋交　　通●JR姫新線・津山線津山駅下車

問い合わせ●津山市観光協会
	 ☎0868-22-3310
http://www.tsuyamakan.jp/

山
陰
の
小
京
都
と
い
わ
れ
る

津
和
野
は
、
中
国
山
脈
の
末
端

島
根
県
の
西
南
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
人
口
8
千
余
り
、
方
1

里
の
中
心
部
は
城
下
町
と
し
て

人
家
1
千
余
戸
が
ひ
し
め
き
、

町
を
縦
貫
す
る
綿
川
（
津
和
野

川
）
の
清
流
を
は
さ
ん
で
、
東

に
青
野
山
、
西
に
城
山
が
そ
び

え
る
景
勝
の
地
で
す
。
そ
れ
と

共
に
陰
陽
を
結
ぶ
Ｊ
Ｒ
山
口
線

の
中
心
に
あ
り
、
今
を
去
る
約

７
０
０
年
の
昔
、
開
祖
吉
見
頼

行
が
封
地
さ
れ
て
以
来
吉
見
氏

14
代
、
坂
崎
出
羽
守
16
年
、
亀

井
藩
主
11
代
の
居
城
と
し
て
い

ん
盛
を
極
め
た
土
地
で
も
あ
り

ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ
　
永
明
寺
・
津
和

野
城
址
・
太
皷
谷
稲
成
神
社
・

森
鷗
外
旧
宅
・
殿
町

■
行
事
　
●
1
月
1
日
午
前
0
時

よ
り
／
元
旦
祭
●
4
月
第
2
日

曜
日
午
前
11
時
・
午
後
2
時
よ

り
／
鷲
原
八
幡
宮
大
祭
（
や
ぶ

さ
め
神
事
）
●
5
月
3
日
午
前

10
時
30
分
よ
り
／
乙
女
峠
ま
つ

り
●
5
月
15
日
／
稲
成
神
社
春

の
大
祭
●
6
月
9
・
10
・
16
・

17
（
予
定
）
／
ホ
タ
ル
バ
ス
●
7

月
20
・
27
日
／
祇
園
祭
（
鷺
舞

神
事
）
●
8
月
15
日
／
殿
町
盆

踊
り
●
10
月
第
3
日
曜
日
／
芋

煮
と
地
酒
の
会
●
11
月
15
日
／

稲
成
神
社
秋
の
大
祭
●
11
月
23

日
に
近
い
日
曜
日
／
奴
行
列

■
工
芸
品　

和
紙
の
民
芸
品

■
味
・
グ
ル
メ　

源
氏
巻
・
い
も

煮
・
う
ず
め
飯
・
地
酒

交　　通●JR山口線津和野駅下車
問い合わせ●津和野町観光協会
	 ☎0856-72-1771
http://www.tsuwano-kanko.net
Eメール　tsuwanok@tsuwano.net

岡
山
県歴史と文化の城下町津山 津

つ

山
や ま

島
根
県なつかしの国　石見 津

つ わ の

和野

中
国
ブ
ロッ
ク

18



尾
道
市
は
広
島
県
東
部
の
瀬
戸
内
海
沿

岸
に
面
し
、「
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
」
本

州
側
の
玄
関
口
で
す
。
８
０
０
余
年
前
に
開

港
、
江
戸
時
代
に
は
北
前
船
の
寄
港
地
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。
港
町
と
し
て
発
展
し

た
尾
道
に
は
多
く
の
豪
商
が
誕
生
し
多
く
の

寺
院
を
建
立
し
ま
し
た
。
現
在
で
も
そ
の

多
く
が
残
って
お
り
、「
古
寺
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」

と
い
う
散
策
道
で
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
文
人
墨
客
が
愛
し
た
街
と
し
て
も
知

ら
れ
、
林
芙
美
子
や
志
賀
直
哉
を
は
じ
め
と

し
た
多
く
の
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
人
の
作
品

を
市
内
各
所
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

島
嶼
部
に
目
を
向
け
る
と
「
瀬
戸
内
し
ま

な
み
海
道
」
に
沿
い
、洋
ら
ん
の
島
『
向
島
』、

中
世
紀
に
活
躍
し
た
村
上
水
軍
の
本
拠
地

『
因
島
』、
柑
橘
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
西

の
日
光
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
「
耕
三
寺
」
の

あ
る
『
生
口
島
』
と
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
を
持

っ
た
島
が
連
な
って
い
ま
す
。

備
中
の
小
京
都
と
呼
ば
れ
る
高

梁
。
美
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
盆

地
の
中
央
部
を
、
清
流
高
梁
川
が

ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
ま
す
。
か
つ

て
、
備
中
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
、

藩
政
時
代
の
名
残
を
と
ど
め
た
市

内
に
は
、
日
本
一
高
い
所
に
現
存

す
る
「
備
中
松
山
城
」
を
は
じ
め

「
頼
久
寺
」、「
武
家
屋
敷
」、「
商

家
資
料
館
」
な
ど
数
多
く
の
遺

産
が
点
在
し
、
長
い
歴
史
と
文
化

の
薫
り
を
漂
わ
せ
な
が
ら
、
人
々

の
暮
ら
し
を
見
守
り
続
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
選

定
さ
れ
て
い
る
「
吹
屋
ふ
る
さ
と

村
」
な
ど
、
高
梁
に
は
そ
の
他
多

く
の
観
光
施
設
が
点
在
し
て
い
ま

す
。

■
見
ど
こ
ろ
　
千
光
寺
公
園
・

お
の
み
ち
文
学
の
館
・
瀬
戸
内

し
ま
な
み
海
道
・
向
島
洋
ら
ん

セ
ン
タ
ー
・
因
島
水
軍
城
・
耕

三
寺
・
平
山
郁
夫
美
術
館

■
行
事
　
●
1
月
8
日
／
柴
燈
護

摩
●
1
月
下
旬
・
7
月
下
旬
の

土
・
日
曜
日
／
本
因
坊
秀
策
囲
碁

ま
つ
り
●
2
月
3
日
／
節
分
会
●

3
月
下
旬
〜
4
月
中
旬
／
お
の
み

ち
俳
句
ま
つ
り
●
4
月
下
旬
／
尾

道
み
な
と
祭
●
7
月
下
旬
／
尾
道

住
吉
花
火
ま
つ
り
●
8
月
最
終

土
・
日
曜
日
／
因
島
水
軍
ま
つ
り

●
10
月
中
旬
／
灯
り
ま
つ
り
●
10

月
中
旬
〜
11
月
中
旬
／
尾
道
菊
花

展
●
11
月
3
日
／
ベッ
チ
ャ
ー
祭

■
味
・
グ
ル
メ
　
オ
コ
ゼ
の
唐
揚

げ
・
デ
ベ
ラ
・
尾
道
ラ
ー
メ
ン
・

水
軍
鍋
・
柑
橘
類

■
見
ど
こ
ろ
　
備
中
松
山
城
・

頼
久
寺
庭
園
・
石
火
矢
町
ふ

る
さ
と
村
・
武
家
屋
敷
・
商
家

資
料
館
・
郷
土
資
料
館
・
吹

屋
ふ
る
さ
と
村
・
広
兼
邸

■
行
事
　
●
2
月
上
旬
／
愛
ら
ぶ
高

梁
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
●
4
月
上
旬
／

町
家
通
り
雛
ま
つ
り
●
6
月
上
旬
／

神
楽
の
里
で
ホ
タ
ル
ま
つ
り
●
7
月
最

終
土
曜
日
／
成
羽
愛
宕
大
花
火
●
8

月
上
旬
／
マ
ン
ガ
絵
ぶ
た
ま
つ
り
●
8

月
14
日
〜
16
日
／
備
中
た
か
は
し
松

山
踊
り
●
9
月
中
旬
／
吹
屋
ベ
ン
ガ

ラ
灯
り
●
10
月
／
愛
ら
ぶ
高
梁
ふ
れ

あ
い
広
場
（
予
定
）
●
10
月
下
旬
／

備
中
松
山
城
と
ま
る
ご
と
城
下
町
フ
ェ

ス
タ
●
11
月
／
風
ぐ
る
ま
フ
ェ
ス
タ

■
工
芸
品
　
ひ
な
人
形
・
備
中
神
楽
面

■
味
・
グ
ル
メ
　
ゆ
べ
し
・
鮎
・
備
中

宇
治
茶
・
ピ
オ
ー
ネ
・
高
梁
紅
茶
・
ト
マ

ト
・
神
楽
面
最
中
・
備
中
夢
大
納
言
小
豆

交　　通●JR山陽本線尾道駅下車
	 山陽新幹線新尾道駅下車
問い合わせ●一般社団法人尾道観光協会
	 ☎0848-37-9736
http://www.ononavi.jp

交　　通●JR伯備線備中高梁駅下車
問い合わせ●（一社）高梁市観光協会
	 ☎0866-21-0461
http://www.takahasikanko.or.jp

広
島
県 好きだからゆっくり気ままに尾道尾

お の み ち

道

岡
山
県 こころに清流のまち高梁市高

た か は し

梁

中
国
ブ
ロッ
ク
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萩
市
は
県
北
部
、
日
本
海
に
面
し
、

市
街
は
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
清
流
阿

武
川
が
分
岐
し
た
橋
本
川
と
松
本
川
に

抱
か
れ
た
デ
ル
タ
上
に
発
展
し
た
、
典

型
的
な
江
戸
時
代
の
城
下
町
の
姿
を
残

し
て
い
る
ま
ち
で
す
。
萩
の
名
が
歴
史

上
に
登
場
す
る
の
は
１
６
０
４
年
（
慶

長
9
年
）
に
毛
利
氏
が
指
月
山
麓
に

萩
城
を
築
き
、
萩
藩
36
万
石
の
城
下

町
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
ま
た
、
幕
末

に
は
維
新
の
先
覚
者
吉
田
松
陰
を
は
じ

め
高
杉
晋
作
、
久
坂
玄
瑞
な
ど
多
く
の

逸
材
を
世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
平

成
27
年
に
は
萩
城
下
町
、
萩
反
射
炉
、

恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、
松
下
村
塾
、

大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
の
5
資
産
が

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
と
し

て
世
界
文
化
遺
産
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

■
見
ど
こ
ろ
　
大
照
院
・
東
光
寺
・

萩
城
跡
・
萩
城
城
下
町
・
明
神
池
・
松

下
村
塾
・
笠
山
椿
群
生
林
・
萩
反
射
炉

交　　通●JR新山口駅からバスで
	 東萩駅下車
問い合わせ●萩市観光課
	 ☎O838-25-3139
http://www.hagishi.com/

■
行
事
　
●
2
月
3
日
〜
4
月
3

日
／
萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち
●
2

月
第
3
土
曜
日
〜
3
月
下
旬
／

萩
・
椿
ま
つ
り
●
3
月
上
旬
／

萩
・
し
ろ
魚
ま
つ
り
●
3
月
第
2

日
曜
日
／
萩
の
真
ふ
ぐ
ま
つ
り
●

3
月
下
旬
／
萩
の
酒
ま
つ
り
●
5

月
1
日
〜
5
日
／
萩
焼
ま
つ
り
●

5
月
3
・
4
日
／
萩
・
大
茶
会

●
5
月
中
旬
／
萩
・
夏
み
か
ん
ま

つ
り
●
8
月
1
日
／
萩
・
日
本
海

大
花
火
大
会
●
8
月
1
日
〜
3

日
／
萩
夏
ま
つ
り
●
10
月
上
旬
〜

／
着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩
●
10
月
第

2
日
曜
日
／
萩
・
魚
ま
つ
り
●
11

月
第
2
日
曜
日
／
萩
時
代
ま
つ
り

■
工
芸
品　

萩
焼
・
萩
ガ
ラ
ス

■
味
・
グ
ル
メ　

瀬
つ
き
あ
じ
・

あ
ま
だ
い
・
い
と
こ
煮
・
け
ん
さ

き
い
か
・
焼
抜
蒲
鉾
・
真
ふ
ぐ
・

見
蘭
牛
・
む
つ
み
豚
・
夏
み
か
ん

京
の
都
に
憧
れ
た
大
内
氏
。
都
に
模
し
て
街
づ
く
り
を
し
、「
西
の

京
」
と
し
て
栄
華
を
極
め
た
〝
や
ま
ぐ
ち
〟。
国
宝
瑠
璃
光
寺
五
重
塔

や
京
の
鴨
川
に
見
立
て
た
一
の
坂
川
は
、
桜
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
、
緑

豊
か
な
新
緑
、
紅
葉
そ
し
て
純
白
の
雪
景
色
と
四
季
折
々
の
情
緒
を

醸
し
出
し
ま
す
。
そ
ん
な
山
口
を
一
言
で
紹
介
す
る
と
、
…
…
…
そ

っ
と
目
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。『
せ
せ
ら
ぎ
と 

鐘
と
汽
笛
が 

響
く
街
』

や
ま
ぐ
ち
が
感
じ
取
ら
れ
ま
す
。
ご
宿
泊
に
は
湯
田
温
泉
の
美
肌
の

湯
で
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

■
見
ど
こ
ろ
　
国
宝
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
・
山
ロ
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
・
常
栄

寺
雪
舟
庭
・
龍
福
寺
（
大
内
氏
館
跡
）・
湯
田
温
泉
・
中
原
中
也
記
念
館

■
行
事　

●
2
月
／
阿
知
須
ひ
な
も
ん
ま
つ
り
●
3
月
上
旬
〜
4
月
上

旬
／
山
ロ
お
宝
展
●
4
月
上
旬
／
一の
坂
川
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
・
湯
田
温

泉
白
狐
ま
つ
り
●
5
月
下
旬
〜
6
月
上
旬
／
ほ
た
る
観
賞
Ｗｅｅ
ｋ
！
●

7
月
20
日
〜
27
日
／
山
口
祇
園
祭
●
8
月
６
・
７
日
／
山
口
七
タ
ち
ょ

う
ち
ん
ま
つ
り
●
8
月
下
旬
〜
9
月
上
旬
／
え
び
狩
り
世
界
選
手
権
大

会
●
9
月
／
山
口
ゆ
ら
め
き
回
廊
●
10
月
上
旬
／
ア
ー
ト
ふ
る
山
ロ
●

11
月
23
日
／
山
口
天
神
祭
●
12
月
／
日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
山
口
か
ら

■
工
芸
品　

大
内
塗
・
山
口
萩
焼

■
味
・
グ
ル
メ　

平
成
大
内
御
膳
・
外
郎
・
車
え
び
・
り
ん
ご
・
紅
き
ら

ら
・
く
り
ま
さ
る
・
は
な
っ
こ
り
ー

交　　通●JR山口線山口駅下車
問い合わせ●(一財)山口観光コンベンション協会
	 ☎O83-933-OO88
http://yamaguchi-city.jp/

山
口
県維新のふるさと・萩 萩

は ぎ

山
口
県おいでませ　西の京山口 山

や ま ぐ ち

口
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明
治
20
年
頃
に
手
づ
く
り
さ
れ
た
野

良
時
計
や
、国
の「
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
」
に
選
定
さ
れ
た
武
家
屋

敷
の
街
並
み
な
ど
歴
史
的
文
化
財
が
多

く
残
る
安
芸
市
。
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
創
始

者
と
な
っ
た
岩
崎
弥
太
郎
の
生
誕
地
で
も

あ
り
、
弥
太
郎
が
生
ま
れ
育
っ
た
生
家
や

銅
像
が
あ
り
ま
す
。
安
芸
観
光
情
報
セ

ン
タ
ー
〜
安
芸
・
岩
崎
弥
太
郎
こ
こ
ろ
ざ

し
社
中
〜
で
は
、
高
知
県
東
部
の
観
光

情
報
や
最
新
の
イ
ベン
ト
情
報
を
案
内
す

る
ほ
か
、
世
界
に
冠
た
る
大
企
業
を
築
い

た
岩
崎
弥
太
郎
の
立
志
伝
を
坂
本
龍
馬

達
と
の
関
わ
り
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
も
、
市
内
を
横
断
す
る
鉄

道
「
ご
め
ん
・
な
は
り
線
」
は
、
車
窓
か

ら
の
景
色
や
各
駅
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
人
気

を
集
め
、
観
光
列
車
と
し
て
親
し
ま
れ

て
お
り
、
と
り
わ
け
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
ラ

ッ
ピ
ン
グ
列
車
は
、
シ
ー
ズ
ン
中
、
県
内

伊
予
の
小
京
都
大
洲
は
、
加
藤
家
6
万
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、

現
在
も
昔
な
が
ら
の
町
並
み
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
中
心
に
は
、
清
流
肱
川
が
流
れ
て
お
り
小
京
都
の
風
情
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
肱
川
を
利
用
し
て
、
鵜
飼
を
は
じ
め
、

川
下
り
、
渡
し
船
、
花
火
大
会
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
、
い
も
た

き
な
ど
数
多
く
の
観
光
行
事
が
行
わ
れ
、
年
間
約
１
０
０
万
人
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
平
成
16
年
秋
に
は
史
実
に
忠
実
な
木
造
に

よ
る
天
守
が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

■
見
ど
こ
ろ

大
洲
城
・
臥
龍
山
荘
・
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
・
お
は
な
は
ん
通
り
・
冨
士

山
■
行
事

●
3
月
28
日
〜
4
月
25
日
／
観
光
さ
く
ら
ま
つ
り
●
4
月
25
日
〜
5

月
15
日
／
つ
つ
じ
ま
つ
り
●
6
月
1
日
〜
15
日
／
ほ
た
る
・
し
ょ
う
ぶ

ま
つ
り
●
8
月
3
・
4
日
／
大
洲
川
ま
つ
り
花
火
大
会
●
11
月
1
日

〜
30
日
／
も
み
じ
ま
つ
り
●
11
月
2
・
3
日
／
大
洲
ま
つ
り
●
11
月

3
日
／
お
お
ず
浪
漫
祭
●
1
月
9
日
〜
11
日
／
え
び
す
ま
つ
り
●
旧

正
月
1
日
〜
4
日
／
祇
園
ま
つ
り
●
6
月
1
日
〜
9
月
20
日
／
う
か

い
●
8
月
下
旬
〜
10
月
下
旬
／
い
も
た
き

交　　通●土佐くろしお鉄道ごめん・
	 なはり線安芸駅下車
問い合わせ●安芸市商工観光水産課
	 ☎O887-35-1011
http://www.city.aki.kochi.jp/

交　　通●JR予讃線伊予大洲駅下車
問い合わせ●大洲市観光協会
	 ☎0893-24-2664
http://www.oozukankou.jp/

外
か
ら
多
く
の
フ
ァ
ン
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
ご
当
地
グ
ル
メ
の
安

芸
釜
あ
げ
ち
り
め
ん
丼
も
人
気
で
す
。

■
見
ど
こ
ろ　

岩
崎
弥
太
郎
生
家
、

銅
像
・
野
良
時
計
・
土
居
廓
中
・

内
原
野
公
園
・
カ
リ
ヨ
ン
時
計
・

安
芸
城
跡
・
弘
田
龍
太
郎
曲
碑

■
行
事　

●
3
月
下
旬
〜
5
月
上

旬
／
内
原
野
つ
つ
じ
祭
り
●
8
月
第

1
土
曜
日
・
日
曜
日
／
安
芸
納
涼

市
民
祭
●
10
月
第
2
土
曜
日
・
日

曜
日
／
高
知
東
海
岸
グ
ル
メ
ま
つ
り

●
12
月
第
2
土
曜
日
安
芸
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
●
12
月
第
2
日
曜
日
／

安
芸
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

■
工
芸
品　

内
原
野
焼
・
安
芸
瓦

■
味
・
グ
ル
メ　
い
も
け
ん
ぴ
・

土
佐
ジ
ロ
ー
（
地
鶏
）・
野
菜
ア

イ
ス
・
ゆ
ず
製
品
・
な
す
・
釜
あ

げ
ち
り
め
ん
丼
・
入
河
内
大
根

高
知
県 歴史と文化の香るまち安

あ き

芸

愛
媛
県 やすらぎ人の憩う町　伊予の小京都　大洲大

お お

洲
ず

四
国
ブ
ロッ
ク
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福
岡
県
の
中
央
に
位
置
す
る

朝
倉
市
は
、
古
代
は
邪
馬
台
国

の
候
補
地
で
あ
り
、
百
済
救
援

で
は
斉
明
天
皇
が
朝
倉
宮
を
置

い
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。
中
世

に
は
九
州
修
験
道
の
中
心
地

〝
彦
山
座
主
〟
が
居
住
し
た
黒
川

院
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
〝
筑
前

の
小
京
都
〟
と
呼
ば
れ
る
秋
月

は
、
豊
臣
秀
吉
に
抵
抗
し
た
秋

月
氏
の
拠
点
で
あ
り
、
近
世
に

は
黒
田
官
兵
衛
の
孫
長
興
が
治

め
た
城
下
町
と
し
て
栄
え
ま
し

た
。
現
在
、町
並
み
が
保
存
さ
れ
、

春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
と
、
歴
史

と
自
然
を
訪
ね
て
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
ま
す
。
ま
た
平
成
29

年
10
月
開
館
の
秋
月
博
物
館
で

は
、秋
月
黒
田
家
ゆ
か
り
の
品
々

が
観
覧
で
き
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ

秋
月
（
秋
月
城
跡
）・
国
指
定

平
塚
川
添
遺
跡
公
園
・
あ
ま

ぎ
水
の
文
化
村
・
キ
リ
ン
花
園

（
ポ
ピ
ー
・
コ
ス
モ
ス
）・
三
連
水

車
群
・
山
田
堰

■
行
事

●
1
月
4
・
5
日
／
甘
木
バ
タ

バ
タ
市
●
4
月
第
1
日
曜
日

／
秋
月
春
祭
り
●
7
月
13
日

〜
15
日
／
祇
園
山
笠
●
8
月

下
旬
／
流
れ
灌
頂
花
火
大
会

●
9
月
下
旬
／
秋
月
観
月
会

●
10
月
21
日
／
蜷ひ

な
し
ろ城
く
ん
ち

●
2
月
〜
3
月
上
旬
／
古
都

秋
月
雛
め
ぐ
り

■
工
芸
品
　
草
木
染
・
手
漉
和
紙

■
味
・
グ
ル
メ

淡
水
の
り
（
ス
イ
ゼ
ン
ジ
ノ
リ
）・

葛
・
棒
飴
・
蒸
し
雑
煮交　　通●秋月へは、甘木鉄道甘木駅より

	 甘木観光バス秋月線で20分
問い合わせ●朝倉市商工観光課
	 ☎0946-52-1428

中
村
は
１
４
６
８
年
（
応
仁
2
年
）
前
関
白
一條
教
房
が
都
の
兵
火
を
避

け
て
こ
の
地
に
下
向
、
京
に
擬
し
四
神
相
応
の
土
佐
の
主
都
に
ふ
さ
わ
し
い

ま
ち
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
街
は
碁
盤
目
状
に
広
が
り
祇
園
、
京
町
、
鴨
川
、

東
山
な
ど
の
地
名
が
あ
り
ま
す
。
市
街
地
は
清
流
四
万
十
川
と
、
そ
の
支

流
後
川
に
囲
ま
れ
、
そ
の
た
た
ず
ま
い
は
最
も
京
に
似
て
い
ま
す
。
土
佐
一

條
氏
は
5
世
１
０
６
年
に
わ
た
り
戦
国
の
混
乱
を
よ
そ
に
京
文
化
の
影
響

を
受
け
て
、
み
や
び
や
か
な
独
特
の
文
化
圏
を
形
成
、
そ
の
古
都
の
面
影
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
清
流
四
万
十
川
を
は
じ
め
自
然
環
境
は
昔
な
が
ら

の
景
観
を
残
し
、
類
を
み
な
い
ト
ン
ボ
の
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ
　
四
万
十
川
・
観
光
遊
覧
船
・
ト
ン
ボ
自
然
公
園
・一
條
神

社
・
不
破
八
幡
宮
・
四
万
十
市
立
郷
土
資
料
館

■
行
事　
●
3
月
上
旬
〜
3
月
下
旬
／
四
万
十
川
花
紀
行
入
田
ヤ
ナ
ギ
林
菜
の
花
ま
つ

り
●
4
月
第
1
土
曜
日
・
日
曜
日
／
四
万
十
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク
●
5
月
3

日
／
土
佐
一
條
公
家
行
列（
藤
祭
）●
7
月
最
終
土
曜
日
／
し
ま
ん
と
市
民
祭
●
8
月
第

1
土
曜
日（
午
前
中
）／
女
郎
ぐ
も
相
撲
大
会
●
旧
暦
7
月
16
日
／
大
文
字
の
送
り
火

●
8
月
最
終
土
曜
日
／
納
涼
花
火
大
会
●
9
月
第
3
土
曜
日
・
日
曜
日
／
不
破
八
幡

宮
大
祭
●
10
月
中
旬
／
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
●
11
月
22
日
〜
24
日
／
一
條
大
祭

■
工
芸
品　

中
村
硯

■
味
・
グ
ル
メ　
一
條
公
・
筏
よ
う
か
ん
・
鮎
の
塩
焼
き
・
川
え
び
の
唐

あ
げ
・
青
さ
の
り
の
天
ぷ
ら
・
う
な
ぎ
の
蒲
焼
き

交　　通●土佐くろしお鉄道中村駅下車
問い合わせ●（一社）四万十市観光協会
	 ☎0880-35-4171
http://www.shimanto-kankou.com
Eメール	info@shimanto-kankou.com

福
岡
県水を育み　街を潤す　健康文化都市の創造 朝

あ さ く ら

倉

高
知
県日本最後の清流四万十川とトンボのまち、小京都中村 中

な か む ら

村

九
州
ブ
ロッ
ク

四
国
ブ
ロッ
ク
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小
さ
な
城
、
と
書
い
て
「
お
ぎ
」。
地
名
か
ら
想
像
す
れ
ば
白
亜
の

天
守
閣
が
そ
び
え
た
つ
城
下
町
と
い
う
感
じ
な
ん
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
、
こ
の
町
に
は
お
城
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
町
を
歩
け
ば
何

処
か
城
下
町
の
雰
囲
気
が
漂
っ
て
来
る
か
ら
不
思
議
。
こ
れ
は
、
そ

の
昔
、
京
都
の
町
を
模
し
て
造
ら
れ
た
と
い
う
閑
静
な
町
並
み
の
せ

い
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
清
ら
か
な
水
と
、
そ
こ
に
棲
む
蛍
。

そ
し
て
、
美
し
い
花
々
。
こ
の
恵
ま
れ
た
小
城
の
自
然
と
、
素
朴
な

風
情
を
旅
の
お
土
産
に
し
て
欲
し
い
の
で
す
。

■
見
ど
こ
ろ

清
水
の
滝
・
小
城
公
園
・
江
里
山
の
棚
田
・
祇
園
川
の
源
氏
ボ
タ
ル

■
行
事

●
3
月
上
旬
／
梅
ま
つ
り
●
4
月
初
旬
／
春
雨
ま
つ
り
●
7
月
下
旬

／
山
曳
祇
園
●
9
月
中
旬
／
か
か
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
●
11
月
中
旬
／

清
水
竹
灯
り

■
味
・
グ
ル
メ

小
城
羊
羹
・
清
水
の
鯉
料
理
・
小
城
の
銘
酒
・
ご
当
地
グ
ル
メ
「
マ
ジ

ェ
ン
バ
」

伊
万
里
市
は
、
伝
統
あ
る
伊

万
里
焼
を
は
じ
め
、
肥
前
磁
器

の
積
み
出
し
港
と
し
て
繁
栄
し

た
伊
万
里
津
の
歴
史
や
文
化
、

あ
る
い
は
、
特
産
品
の
伊
万
里

牛
や
伊
万
里
梨
、
車
エ
ビ
な
ど
、

他
の
地
域
に
は
な
い
特
色
あ
る

優
れ
た
観
光
資
源
を
数
多
く
有

し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、「
秘

窯
の
里
・
大
川
内
山
」
は
周
り

を
奇
岩
に
囲
ま
れ
、
さ
な
が
ら

山
水
画
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
お
り
、
世
界
の
至
宝

「
鍋
島
」
の
歴
史
と
伝
統
、
技
法

を
受
け
継
い
だ
窯
元
が
立
ち
並

ん
で
い
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ

秘
窯
の
里 

大
川
内
山
・
鍋
島

藩
窯
公
園
・
明
星
桜

■
行
事

●
2
月
中
旬
〜
3
月
中
旬
／

磁
器
ひ
い
な
ま
つ
り
●
4
月
29

日
〜
5
月
3
日
／
春
の
窯
元

市
●
6
月
中
旬
〜
8
月
末
／

大
川
内
山
風
鈴
ま
つ
り
●
8

月
上
旬
／
花
火
大
会
・
ど
っ
ち

ゃ
ん
祭
り
●
10
月
下
旬
／
伊
万

里
ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭
●
10
月
下

旬
／
い
ま
り
秋
ま
つ
り
●
11
月

上
旬
／
鍋
島
藩
窯
秋
ま
つ
り

■
工
芸
品

伊
万
里
焼

■
味
・
グ
ル
メ

伊
万
里
牛
・
伊
万
里
梨
・
車

え
び
・
伊
万
里
牛
ハ
ン
バ
ー
グ

交　　通●JR唐津線小城駅下車
問い合わせ●小城市商工観光課
	 ☎0952-37-6129
http://www.city.ogi.lg.jp/

交　　通●JR筑肥線伊万里駅下車
	 松浦鉄道西九州線伊万里駅下車
問い合わせ●伊万里市観光課
	 ☎0955-20-9031
http://www.city.imari.saga.jp

佐
賀
県 清らかな水とそこに棲む蛍そして美しい花々小

お ぎ

城

佐
賀
県 やきものとフルーツの里・伊万里伊

い ま り

万里

九
州
ブ
ロッ
ク
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熊
本
県
北
部
に
位
置
し
、
福

岡
・
大
分
の
両
県
と
境
を
接
し
て

い
る
山
鹿
市
。
北
部
に
は
美
し
い

山
間
地
域
と
清
ら
か
な
渓
谷
・
渓

流
が
あ
り
、
中
央
部
か
ら
南
部
に

か
け
て
は
田
園
地
帯
が
広
が
る
自

然
豊
か
な
都
市
で
す
。
豊
富
な

湯
量
と
良
質
な
泉
質
で
知
ら
れ
る

山
鹿
温
泉
郷
を
は
じ
め
、
古
き

町
並
み
を
今
に
伝
え
る
豊
前
街

道
、
国
重
要
文
化
財
「
八
千
代

座
」、
国
史
跡
「
鞠
智
城
跡
」
な

ど
、
多
く
の
文
化
財
を
有
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
毎
年
8
月
15
・

16
日
に
行
わ
れ
る
「
山
鹿
灯
籠
ま

つ
り
」
で
は
、
和
紙
と
糊
だ
け
で

作
ら
れ
た
金
灯
籠
を
頭
に
掲
げ

た
女
性
達
が
優
雅
に
舞
い
、
九
州

を
代
表
す
る
夏
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ
　

八
千
代
座
・
さ
く
ら
湯
・
山
鹿

灯
籠
民
芸
館
・
鞠
智
城
・
チ
ブ

サ
ン
古
墳
・
不
動
岩
・
一
本
松

公
園

■
行
事
　

●
2
月
の
金
・
土
曜
／
山
鹿

灯
籠
浪
漫
・
百
華
百
彩
●
2

月
4
日
／
義
士
ま
つ
り
●
6

月
15
日
／
犬
子
ひ
ょ
う
た
ん
ま

つ
り
●
8
月
15
日
・
16
日
／
山

鹿
灯
籠
ま
つ
り
●
12
月
20
日

／
温
泉
復
活
感
謝
祭

■
工
芸
品　

山
鹿
灯
籠
・
来
民
う
ち
わ
・

山
鹿
傘

■
味
・
グ
ル
メ　

灯
籠
も
な
か
・
山
鹿
よ
う
か

ん
・
灯
籠
せ
ん
べい
・
菊
鹿
ワ
イ

ン

交　　通●九州新幹線新玉名駅下車、
	 車で約30分
問い合わせ●山鹿市商工観光課
	 ☎O968-43-1579
http://yamaga-tanbou.jp

人
吉
は
、
九
州
山
地
の
山
々
に
囲

ま
れ
、
市
内
の
中
心
部
を
日
本
三
急

流
の一つ
「
球
磨
川
」
が
東
西
に
貫
流

し
て
お
り
、
水
と
緑
、
そ
し
て
市
内

約
80
ヶ
所
に
源
泉
が
湧
く
、
自
然
資

源
に
恵
ま
れ
た
情
緒
豊
か
な
街
で
す
。

ま
た
、
相
良
家
の
城
下
町
と
し
て
も

栄
え
た
こ
の
地
方
は
、「
相
良
文
化
」

と
呼
ば
れ
る
独
特
の
文
化
を
育
み
、

「
国
宝
青
井
阿
蘇
神
社
」
を
は
じ
め
、

鎌
倉
時
代
か
ら
の
神
社
仏
閣
、
仏
像

等
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
中
世
仏

教
美
術
の
宝
庫
と
し
て
全
国
的
に
も

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
文
化
財
や
遺
構
、
風
俗
な
ど
が
、

脈
々
と
現
在
も
息
づ
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
２
０
１
５
年
4
月
に
文
化
庁
の

「
日
本
遺
産
」
地
区
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
観
光
列
車
の
街
と
し

て
も
注
目
を
あ
つ
め
て
い
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ

人
吉
城
跡
・
人
吉
城
歴
史
館
・

Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
８
６

８
・
国
宝
青
井
阿
蘇
神
社
・
球

磨
川
下
り
・
人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー

ク
石
野
公
園
・
人
吉
駅
前
か
ら

く
り
時
計
・
鍛
冶
屋
町
通
り

■
行
事

●
5
月
上
旬
／
日
本
百
名
城

人
吉
お
城
ま
つ
り
●
8
月
15
日

／
人
吉
花
火
大
会
●
10
月
3

日
〜
11
日
／
お
く
ん
ち
祭
●

2
月
〜
3
月
／
人
吉
球
磨
は
、

ひ
な
ま
つ
り
●
2
月
中
旬
／
人

吉
春
風
マ
ラ
ソ
ン
●
2
月
下
旬

／
人
吉
梅
ま
つ
り

■
工
芸
品
　
キ
ジ
馬
・
花
手
箱

■
味
・
グ
ル
メ

球
磨
焼
酎
・
鮎
の
塩
焼
・
鮎
う

る
か
・
猪
料
理
・
山
菜
・
う
な
ぎ

交　　通●JR肥薩線人吉駅下車
問い合わせ●人吉市観光案内所
	 ☎0966-22-2411
http://hitoyoshionsen.net/

熊
本
県歴史浪漫息づく田園観光都市　やまが 山

や ま

鹿
が

熊
本
県日本でもっとも豊かな隠れ里 人

ひ と よ し

吉

九
州
ブ
ロッ
ク
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仏
の
里
国
東
半
島
の
南
の
玄
関
口

に
位
置
す
る
九
州
の
小
京
都　

杵
築

は
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
生
息
す
る
美
し

い
守
江
湾
を
望
む
風
光
明
媚
な
坂
道

の
城
下
町
で
す
。
江
戸
時
代
、
松
平

三
万
二
千
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え

た
杵
築
に
は
今
で
も
多
く
の
武
家
屋

敷
や
土
塀
、
石
畳
の
坂
道
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
南
北
の
高
台
に
武
士
が

住
み
、
そ
の
谷
間
で
商
人
が
暮
ら
し

た
町
並
み
は
当
時
の
身
分
制
度
を
表

し
た
特
徴
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
凹
凸
の
あ
る
「
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
型
城
下
町
」
は
日
本
唯
一
と
言
わ

れ
て
お
り
、全
国
第
一
号
と
し
て「
き

も
の
が
似
合
う
歴
史
的
町
並
み
」
に

も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
瀬
戸
内
の
潮

風
に
包
ま
れ
て
静
か
に
時
を
重
ね
る

杵
築
へ
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

九
州
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す

る
、
大
分
県
日
田
市
。
四
方
を

山
々
に
囲
ま
れ
た
盆
地
の
ま
ち

で
す
。
江
戸
時
代
、
幕
府
の
直

轄
地
で
あ
っ
た
天
領
と
し
て
栄

え
ま
し
た
。
当
時
、
掛
屋
と
呼

ば
れ
る
幕
府
の
公
金
を
扱
う
豪

商
た
ち
が
活
躍
し
繁
栄
を
極
め

ま
し
た
。
豆
田
町
の
町
並
み
や

資
料
館
で
は
、
今
で
も
そ
の
栄

華
を
目
に
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
日
田
は
水す
い
き
ょ
う郷
の
名
に
ふ

さ
わ
し
く
、
水
が
豊
か
で
美
し

い
地
で
す
。
市
内
を
流
れ
る
三

隈
川
で
は
、
屋
形
船
の
上
で
酒

を
く
み
か
わ
し
な
が
ら
、
鵜
飼

見
物
を
楽
し
む
と
い
う
風
流
な

川
遊
び
も
残
っ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
酒
は
日
田
の
清
ら
か

な
水
を
使
っ
た
地
酒
で
す
。

■
見
ど
こ
ろ
　
杵
築
城
・
大
原
邸
・

酢
屋
の
坂
・
き
つ
き
城
下
町
資
料
館
・

一
松
邸
・
若
宮
八
幡
社
・
能
見
邸

■
行
事　
●
2
月
上
旬
〜
3
月
上
旬

／
城
下
町
杵
築
散
策
と
ひ
い
な
め
ぐ

り
●
4
月
6
日
／
若
宮
八
幡
社
御
田

植
祭
●
5
月
3
・
4
日
／
エ
ビ
ネ
ま

つ
り
●
5
月
4
・
5
日
／
き
つ
き
お

城
祭
り
●
7
月
24
・
25
日
／
天
神
ま

つ
り
●
8
月
中
旬
／
納
涼
花
火
大
会

●
9
月
中
旬
／
若
宮
楽
●
10
月
上

旬
／
観
月
祭
●
10
月
17
・
18
日
／

白
鬚
田
原
神
社
ど
ぶ
ろ
く
祭
り
●
12

月
2
〜
5
日
／
若
宮
八
幡
社
祭
典

■
工
芸
品　

杵
築
焼
司
窯
（
つ
か

さ
が
ま
）・
刀
鍛
冶
の
手
造
り

包
丁
・
き
つ
き
桧
曲
輪

■
味
・
グ
ル
メ　
き
つ
き
ハ
ウ
ス
み

か
ん
・
清
酒
「
智
恵
美
人
」
豊

後
別
府
湾
チ
リ
メ
ン
・
守
江
湾
の

カ
キ
・
き
つ
き
茶
・
き
つ
き
紅
茶

■
見
ど
こ
ろ
　
小
鹿
田
焼
の
里
・

草
野
本
家
・
廣
瀬
資
料
館
・

日
田
祇
園
山
鉾
会
館
・
天
領

日
田
資
料
館
・
史
跡
咸
宜
園

跡
・
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
九
州
日
田

工
場
・
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所

■
行
事　

●
2
月
15
日
〜
3
月
31

日
／
天
領
日
田
お
ひ
な
ま
つ
り
●

5
月
20
・
21
日
（
土
・
日
）
／
日

田
川
開
き
観
光
祭
●
7
月
22
・

23
日
（
土
・
日
）
／
日
田
祇
園
祭

※
7
月
20
日
（
木
）
／
日
田
祇

園
山
鉾
集
団
顔
見
世
●
10
月
14
・

15
日
（
土
・
日
）
／
小
鹿
田
焼
民

陶
祭
●
11
月
11
・
12
日（
土
・
日
）

／
日
田
天
領
ま
つ
り
●
11
月
10
〜

12
日
（
金
〜
日
）
／
千
年
あ
か
り

■
工
芸
品　

日
田
杉
下
駄
・
小

鹿
田
焼

■
味
・
グ
ル
メ　

ゆ
ず
・
鮎
・
う

な
ぎ
料
理

交　　通●JR日豊本線杵築駅下車
問い合わせ●杵築市観光協会
	 ☎O978-63-0100

FAX	O978-63-0112
http://www.kit-suki.com
Eメール	info@kit-suki.com

交　　通●JR久大本線日田駅下車
問い合わせ●日田市観光協会
	 ☎O973-22-2036
http:/www.oidehita.com

大
分
県 全国初の「きものが似合う歴史的町並み」認定杵

き つ き

築

大
分
県 出あいに、思いがけない都あり日

ひ た

田

九
州
ブ
ロッ
ク
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南
九
州
市
知
覧
町
は
、
薩
摩
半
島

の
南
部
に
位
置
し
、
年
間
70
万
人
が
訪

れ
る
観
光
の
ま
ち
で
す
。
市
中
心
部
の

麓
地
区
に
は
武
家
屋
敷
群
が
今
も
残
っ

て
お
り
、7
つ
の
名
勝
庭
園
（
一般
公
開
）

の
ほ
か
美
し
く
整
然
と
し
た
町
並
み
は

古
く
か
ら
「
薩
摩
の
小
京
都
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
太
平
洋
戦
争

末
期
に
は
本
土
最
南
端
の
陸
軍
特
攻

基
地
が
置
か
れ
た
場
所
で
も
あ
り
、
現

在
跡
地
に
は
「
知
覧
特
攻
平
和
会
館
」

が
建
て
ら
れ
、
当
時
の
資
料
や
特
攻
隊

員
の
遺
書
等
を
展
示
、
周
辺
に
は
戦

争
遺
跡
が
散
在
し
て
お
り
「
平
和
の

尊
さ
を
語
り
継
ぐ
都
市
」
と
し
て
全

国
に
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。
農
業

面
に
お
い
て
は
、
日
本
一の
お
茶
と
さ
つ

ま
い
も
の
生
産
地
で
あ
り
、
農
林
水
産

大
臣
賞
を
数
多
く
受
賞
す
る
な
ど
全

国
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
行
事

●
2
月
第
1
土
・
日
曜
日
／

川
辺
二
日
市
●
5
月
3
日
／

知
覧
特
攻
基
地
戦
没
者
慰
霊

祭
●
7
月
9
・
10
日
／
豊
玉

姫
神
社
水
か
ら
く
り
上
演
●

7
月
第
3
土
曜
日
／
知
覧
ね

ぷ
た
祭
●
7
月
第
4
日
曜
日

／
川
辺
祇
園
祭
●
8
月
15
日

／
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ｆｒｏｍ

知
覧
●
8
月
第
3
日
曜
日
／

え
い
の
ゴ
ッ
ソ
イ
ま
つ
り
●
10
月

最
終
日
曜
日
／
小
京
都
ふ
る

さ
と
祭
●
11
月 

／
南
九
州
市

あ
か
り
の
道
標
「
ち
ら
ん
灯
彩

路
」
●
11
月
第
2
日
曜
日
／

か
わ
な
べ
磨
崖
仏
ま
つ
り

■
味
・
グ
ル
メ

知
覧
茶
・
紅
さ
つ
ま
（
さ
つ
ま

い
も
）・
和
牛
・
焼
酎交　　通●JR指宿枕崎線平川駅下車、

	 バス・タクシーで20分
問い合わせ●南九州市商工観光課
	 ☎O993-83-2511
http://www.city.minamikyushu.lg.jp/

日
南
市
は
宮
崎
県
南
部
に
位
置

し
、
昭
和
30
年
に
は
日
南
海
岸
が

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
52

年
に
は
小
京
都
「
飫お

び肥
」
が
九
州

で
は
初
め
て
国
の
「
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。「
飫
肥
」
を
訪
れ
る

と
数
百
年
の
時
を
ス
リ
ッ
プ
し
て
江

戸
時
代
に
迷
い
込
ん
だ
気
分
に
な

り
、
そ
こ
に
は
古
い
生
け
垣
や
苔

む
し
た
石
垣
が
続
く
武
家
屋
敷
、

格
式
あ
る
薬
医
門
の
奥
か
ら
侍
が

出
て
き
そ
う
で
す
。
ま
た
、
日
南

市
に
は
、
弁べ
ん
こ
う甲
（
飫
肥
杉
の
木
材
）

筏
流
し
の
堀
川
運
河
、
日
向
灘
の

荒
々
し
い
潮
に
洗
わ
れ
る
断
崖
の
中

腹
に
あ
る
鵜
戸
神
宮
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
締
結
で

活
躍
し
た
明
治
の
外
交
官
小
村
寿

太
郎
侯
の
生
誕
地
が
あ
り
ま
す
。

■
見
ど
こ
ろ

松
尾
の
丸
・
豫
章
館
・
歴
史

資
料
館
・
藩
校
振
徳
堂
・
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
小
村
記
念

館
・
旧
山
本
猪
平
家
・
商
家

資
料
館
・
旧
高
橋
源
次
郎
家

■
行
事�

●
3
月
下
旬
〜
4
月
上
旬
／

花
立
公
園
桜
ま
つ
り
●
7
月
海

の
日
の
週
の
土
曜
日
・
日
曜
日

／
油
津
港
ま
つ
り
●
10
月
の
第

3
土
曜
日
・
日
曜
日
／
飫
肥

城
下
ま
つ
り
●
9
月
〜
11
月
／

伊
勢
え
び
大
漁
ま
つ
り
（
市
内

十
数
店
舗
）

■
工
芸
品

飫
肥
杉
工
芸
品

■
味
・
グ
ル
メ

焼
酎
・
海
産
物
・
農
産
物
・

飫
肥
の
天
ぷ
ら
・
厚
焼
き
た
ま

ご
・
日
南
一
本
釣
り
カ
ツ
オ
炙

り
重
・
飫
肥
城
下
町
「
食
べ
あ

る
き
・
町
あ
る
き
」

交　　通●JR日南線飫肥駅下車
問い合わせ●日南市観光案内所
	 ☎0987-31-1134
http://www.kankou-nichinan.jp/

鹿
児
島
県

古い町並みに心やすらぐまち、平和の尊さを語りつぐ都市 知
ち

覧
ら ん

宮
崎
県緑と黒潮が育む産業・文化・交流都市 日

に ち な ん

南

九
州
ブ
ロッ
ク

26



■東北ブロック
宮城県 大崎市岩出山総合支所地域振興課
  ☎0229-72-1215
 村田町地域産業推進課
  ☎0224-83-2113
秋田県 湯沢市観光物産協会 ☎0183-73-0415
 角館町観光協会 ☎0187-54-2700
福島県 棚倉町観光協会 ☎0247-33-7886

■関東・甲信越ブロック
栃木県  （一社）足利市観光協会
  ☎0284-43-3000
 栃木市観光協会 ☎0282-25-2356
  （一社）佐野市観光協会
  ☎0283-21-5111
埼玉県 嵐山町企業支援課 ☎0493-62-0720
 小川町にぎわい創出課
  ☎0493-72-1221
茨城県 古河市観光協会 ☎0280-23-1266
神奈川県 湯河原町観光課 ☎0465-63-2111
新潟県 加茂市商工観光課 ☎0256-52-0080
長野県 信州いいやま観光局 ☎0269-62-3133

■中部ブロック
富山県 高岡市観光交流課 ☎0766-20-1301
 南砺市観光協会城端観光案内所
  ☎0763-62-1821
福井県 若狭おばま観光案内所
  ☎0770-52-2082
岐阜県 郡上八幡観光協会 ☎0575-67-0002
静岡県 森町役場産業課 ☎0538-85-6319
愛知県  （一社）西尾市観光協会
  ☎0563-57-7882

小京都の旅のお問い合わせは下記へ

■近畿ブロック
三重県 伊賀上野観光協会 ☎0595-26-7788
京都府 京都市観光協会 ☎075-213-1717
 JR亀岡駅観光案内所 ☎0771-22-0691
兵庫県 但馬國出石観光協会 ☎0796-52-4806
 篠山観光案内所 ☎079-552-3380
 たつの市観光協会 ☎0791-64-3156

■中国ブロック
鳥取県 倉吉観光マイス協会 ☎0858-24-5371
島根県  （一社）松江観光協会 ☎0852-27-5843
  （一社）津和野町観光協会
  ☎0856-72-1771
岡山県 津山市観光協会 ☎0868-22-3310
 高梁市観光協会 ☎0866-21-0461
広島県 尾道観光協会 ☎0848-37-9736
山口県 山口観光コンベンション協会
  ☎083-933-0088
 萩市観光課 ☎0838-25-3139

■四国ブロック
愛媛県 大洲市観光協会 ☎0893-24-2664
高知県 安芸市商工観光水産課
  ☎0887-35-1011
 四万十市観光協会 ☎0880-35-4171

■九州ブロック
福岡県 朝倉市商工観光課 ☎0946-52-1428
佐賀県 伊万里市観光課 ☎0955-20-9031
 小城市商工観光課 ☎0952-37-6129
熊本県 人吉市観光案内所 ☎0966-22-2411
 山鹿市商工観光課 ☎0968-43-1579
大分県 日田市観光協会 ☎0973-22-2036
 杵築市観光協会 ☎0978-63-0100
宮崎県 日

＊平成27年4月1日より
南市観光・スポーツ課

  ☎0987-27-3315
鹿児島県 南九州市商工観光課 ☎0993-83-251127



お問い合わせ
京都定期観光バス予約センター（7:40〜20:00）
☎075-672-2100
ホームページからも予約できます!!	▶▶▶

※平成29年5月末現在

京都定期観光バス 検索

〜 名所めぐり・散策コース 〜
◆ 京都三大名所� 〜金閣寺・銀閣寺・清水寺〜� （約5時間〜5時間半）
◆ 京都 一日 〜金閣寺・龍安寺・清水寺・高台寺〜� （約6時間〜6時間半）
◆ 京都 一日� 〜嵐山・金閣寺・清水寺・東寺〜� （約6時間半〜7時間）
◆ 京都 一日� 〜嵐山・金閣寺・清水寺・三十三間堂〜�（約6時間〜7時間）
◆ 京都 午前の半日� 〜三十三間堂・伏見稲荷大社〜�� （約2時間半〜3時間）
◆ 京都 午後の半日� 〜二条城・龍安寺〜�� （約3時間）
◆ 金閣寺・清水寺とねねゆかりの高台寺� （約4時間半）
◆ 精進料理と妙心寺・大徳寺・泉涌寺（約5時間半）精進料理付
◆ 卜ロッコ列車と保津川下り  （約7時間〜7時間半）※秋季は約7時間半〜8時間
◆ 比叡山と大原三千院  （約7時間）昼食オプション有
◆ 萬福寺普茶料理と平等院・醍醐寺 （約7時間）普茶弁当付

〜 京の夜 舞妓 〜
◆ 祇園の舞妓と京料理、夜景展望� （約4時間）京料理付
◆ 舞妓はんとの夕べ、鷹ヶ峯しょうざん庭園、夜景展望� （約3時間半）懐石風京料理付

〜 特別コース 〜
◆ 春爛漫、京の桜、嵯峨・嵐山と仁和寺・龍安寺（約6時間半）
◆ 京のライトアップ夜桜 祇園しだれ桜と高台寺・清水寺（約4時間）まるやま弁当付

◆ 家族で楽しめる映画村ナイターまつり （約3時間）
◆ 愛宕古道街道灯し　化野念仏寺 千灯供養 （約4時間）京都嵯峨料理付

◆ 〜京都もみじ紀行〜大覚寺・嵐山と東福寺 （約6時間）
◆ ライトアップ京の紅葉　高台寺・清水寺 （約3時間半）

◆ 都七福神めぐり （約7時間半）七福神弁当付

春

夏

秋

冬

この他にも、「ワンランク上のプレミアムシリーズ」・季節の花めぐり「京の花紀行コース」・「京の夏の旅コース」・
「春、秋の特別公開文化財めぐり」・「京の冬の旅コース」　京都三大祭の「葵祭、祇園祭、時代祭コース」・
「大文字コース」等を運行します。都合により変更することがありますのでご了承ください。

京
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い
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期
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ス
で
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事務局／公益社団法人 京都市観光協会
〒604-8005 京都市中京区河原町通三条上ル
 恵比須町427番地 京都朝日会館3階
 ☎075-213-1717
http://shokyoto.jp/

発行/全国京都会議
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